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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
夏
恋
な
花
火
２
０
０
９
　

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
６
６
７
Ｉ

【
作
者
名
】

　
紅
崎
　
夏
妃

【
あ
ら
す
じ
】

　
誰
だ
っ
て
、
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て
す
る
不
倫
な
ん
て
な
い
。
ほ
ん
の
小
さ

な
こ
と
で
始
ま
り
、
最
後
は
、
傷
つ
き
な
が
ら
、
別
れ
る
の
が
、
互
い
の
た
め
。

歳
の
離
れ
た
、
一
葉
に
哲
平
は
、
恋
を
し
た
。
夫
も
い
れ
ば
、
子
供
も
い
る
。

そ
れ
で
も
、
思
い
を
貫
こ
う
と
す
る
哲
平
だ
っ
た
が
、
一
葉
が
、
苦
し
み
は
じ

め
・
・
・
。
こ
れ
以
上
、
一
緒
に
は
、
い
れ
な
い
。
別
れ
る
の
が
、
前
提
の
愛

な
ん
て
あ
る
の
か
・
・
・
。
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・
・
・
で
、
愛
。
（
前
書
き
）

決
し
て
、
不
倫
を
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
ん
な
せ
つ
な
い
事
は
、
あ

っ
て
は
、
い
け
な
い
と
。
繰
り
返
し
て
は
、
い
け
な
い
恋
。
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・
・
・
で
、
愛
。

事
故
み
た
い
な
も
の
だ
っ
て
、
友
達
は
、
言
っ
て
た
。
突
然
、
恋
に
落
ち
る
事

は
。
。
。
で
も
ね
、
よ
く
あ
る
事
な
ん
か
じ
ゃ
、
な
い
と
思
う
よ
。
あ
っ
て
は
、

イ
ケ
ナ
イ
事
な
ん
だ
と
、
思
う
。
過
失
か
な
。
二
人
と
も
、
わ
か
っ
て
い
た
結

末
だ
と
思
う
。

「
花
火
大
会
す
ご
か
っ
た
ね
。
」

「
う
ん
。
最
高
だ
っ
た
。
で
も
、
一
緒
に
、
い
ら
れ
る
だ
け
で
、
満
足
だ
な
」

「
あ
た
し
も
」

哲
平
２
７
歳
。
一
葉
３
７
歳
の
山
形
の
夏
だ
っ
た
。

　
哲
平
と
一
葉
が
、
初
め
て
、
あ
っ
た
の
は
、
片
田
舎
町
の
小
さ
な
、
会
社
だ

っ
た
。
一
葉
は
、
３
７
歳
に
し
て
は
、
幼
く
、
と
て
も
、
子
供
２
人
が
い
る
と

は
、
思
え
な
い
ほ
ど
生
活
の
匂
い
の
な
い
女
性
だ
っ
た
。

「
な
に
か
、
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん
で
も
聞
い
て
下
さ
い
ね
」

哲
平
は
、
今
日
か
ら
、
配
属
に
な
っ
た
パ
ー
ト
の
一
葉
に
い
っ
た
。

　
「
ま
あ
、
ま
あ
、
綺
麗
か
な
。
」

哲
平
は
、
自
分
と
は
、
年
上
の
女
性
を
、
そ
う
評
価
し
た
。
あ
と
か
ら
、
一
葉

に
、
伝
え
た
事
だ
が
、
年
は
、
少
し
、
上
だ
け
だ
と
、
思
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ

を
、
一
葉
に
伝
え
る
と
、
一
葉
は
、
嬉
し
そ
う
に
、
こ
ろ
こ
ろ
笑
っ
た
。

「
一
葉
が
、
若
い
時
に
自
分
に
、
逢
っ
た
ら
、
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
で
し
ょ

？
」

哲
平
は
、
よ
く
一
葉
に
か
ら
ん
だ
も
の
だ
。

　
一
葉
の
、
職
場
の
主
任
が
、
哲
平
と
い
う
事
に
な
る
が
、
女
性
の
多
い
職
場

で
、
ま
ん
ざ
ら
、
哲
平
は
、
女
性
フ
ァ
ン
も
多
く
、
彼
の
年
に
、
み
あ
っ
た
、

可
愛
い
彼
女
も
い
た
。
よ
く
、
昼
食
の
時
な
ど
、
哲
平
と
彼
女
の
交
際
に
つ
い

て
、
話
題
に
な
っ
た
が
、
家
庭
も
あ
る
一
葉
に
は
、
何
の
関
心
も
な
く
、
長
期

出
張
に
行
っ
て
る
夫
の
帰
り
や
、
子
供
達
の
こ
と
だ
け
で
、
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
。
そ
ん
な
、
一
葉
と
哲
平
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
の
は
、
哲
平
と
彼
女
が
、
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喧
嘩
別
れ
を
し
て
か
ら
だ
っ
た
。
若
い
哲
平
は
、
ど
こ
か
の
会
社
の
次
男
坊
ら

し
く
、
行
動
の
は
し
は
し
に
、
そ
れ
ら
が
、
み
え
る
が
、
今
回
の
別
れ
の
原
因

も
、
哲
平
の
我
儘
だ
っ
た
。

　
「
束
縛
さ
れ
る
の
が
い
や
」

に
な
っ
た
ら
し
い
。
お
互
い
、
わ
か
い
カ
ッ
プ
ル
ら
し
く
、
逢
え
ば
、
互
い
を

求
め
あ
う
間
だ
っ
た
の
で
、
彼
女
に
し
て
み
れ
ば
、
結
婚
を
考
え
る
の
は
、
当

た
り
前
の
事
で
、
そ
れ
が
、
ま
だ
、
遊
び
足
り
な
い
哲
平
に
は
、
重
荷
に
な
っ

た
ら
し
い
。
一
葉
と
、
共
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
哲
平
は
、
よ
く
、

彼
女
の
事
を
相
談
し
て
い
た
。

「
ま
だ
、
紫
藤
く
ん
は
、
結
婚
に
む
か
な
い
よ
」

別
れ
を
相
談
さ
れ
た
、
一
葉
は
、
笑
っ
て
答
え
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
同
じ
職

場
の
、
哲
平
の
元
彼
女
の
健
康
状
態
も
気
に
な
る
、
二
人
が
別
れ
て
か
ら
、
元

彼
女
の
薫
は
、
ず
ー
っ
と
休
ん
で
い
る
。
な
ん
で
も
、
体
調
を
崩
し
て
、
入
院

し
て
い
る
ら
し
い
。
ち
ょ
と
、
哲
平
の
非
情
さ
と
薫
の
ふ
が
い
な
さ
に
、
苦
笑

い
し
な
が
ら
、
一
葉
は
、
薫
に
連
絡
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
哲
平
に
薫
の
連
絡

先
を
聞
い
て
み
た
。

　
「
え
っ
、
ち
ょ
と
、
ま
っ
て
」

職
場
の
人
達
に
、
自
分
達
の
交
際
が
ば
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
哲
平
は
、

一
瞬
と
ま
ど
っ
た
表
情
を
浮
か
べ
た
も
の
の
、
一
葉
に
は
、
好
意
を
い
だ
い
て

い
た
の
で
、
す
ぐ
、
薫
の
メ
ア
ド
を
赤
外
線
送
信
し
た
。

　
「
あ
っ
、
念
の
た
め
、
紫
藤
君
の
も
」

一
葉
は
、
何
気
な
く
、
哲
平
と
メ
ア
ド
も
、
交
換
し
た
。
早
速
、
社
交
辞
令
で
、

メ
ー
ル
す
る
と
、
そ
の
日
の
夕
方
、
哲
平
か
ら
、
夕
食
の
支
度
を
し
て
い
る
、

一
葉
に
、
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
「
紫
藤
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

「
あ
ら
・
・
。
律
儀
」

一
葉
は
、
笑
っ
た
。
ご
く
普
通
の
メ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
、
全
て
が
始

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
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繋
が
る
・
・
・
。

　
「
何
時
ま
で
、
起
き
て
る
の
？
」

哲
平
か
ら
の
メ
ー
ル
は
、
頻
繁
な
も
の
に
、
な
っ
て
い
た
。

・
・
・
い
っ
た
い
、
い
つ
、
送
信
す
る
暇
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
・
・
・

と
、
一
葉
が
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
、
哲
平
か
ら
の
、
メ
ー
ル
は
、
早
く
、
返
信

も
す
ぐ
き
た
。
一
葉
が
、
帰
宅
し
、
食
事
の
支
度
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
、

続
き
、
夜
は
、
寝
付
く
瞬
間
ま
で
、
メ
ー
ル
は
、
続
い
た
。

・
・
・
い
い
加
減
、
無
視
し
て
寝
よ
う
・
・
・

と
思
っ
て
も
、
哲
平
を
思
う
と
、
邪
険
に
も
、
で
き
な
い
。
一
葉
も
、
弟
を
か

ま
う
よ
う
な
気
持
ち
で
、
哲
平
に
メ
ー
ル
し
、
そ
の
内
容
は
、
次
第
に
、
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
お
も
え
ば
、
最
初
は
、
一
葉
の
、
本
の
イ
タ
ズ
ラ
心

だ
っ
た
か
も
、
し
れ
な
い
。
・
・
・
・
が
、
哲
平
は
、
常
に
真
剣
で
、
こ
ん
な

事
を
聞
い
て
き
た
事
も
、
あ
っ
た
。

「
ね
え
、
あ
の
内
容
は
、
ご
主
人
と
ベ
ッ
ト
に
い
る
時
に
う
っ
た
の
？
」

涙
目
に
な
っ
て
い
た
。

「
そ
ん
な
事
な
い
よ
」

一
葉
は
、
は
っ
と
し
、
否
定
し
た
。
こ
こ
ん
所
、
夫
婦
の
間
は
、
冷
え
て
お
り
、

も
う
、
別
室
で
過
ご
す
だ
け
の
間
で
あ
る
。

「
仲
、
悪
い
か
ら
。
」

そ
う
、
告
げ
る
と
、
哲
平
の
顔
は
、
明
る
く
な
っ
た
。

「
も
し
か
し
た
ら
・
・
・
・
・
」

一
葉
は
、
感
じ
て
い
た
。
哲
平
が
、
も
う
、
自
分
に
、
愛
情
を
感
じ
て
い
る
事

を
・
・
。
そ
し
て
、
自
分
も
。

「
ね
え
。
」

一
葉
は
、
メ
ー
ル
し
た
。

「
い
ま
、
哲
平
の
、
自
宅
、
近
く
ま
で
き
て
い
る
」

と
。
何
と
、
答
え
る
の
か
。
す
ぐ
、
メ
ー
ル
の
返
事
は
、
き
た
。

「
じ
ゃ
、
俺
も
、
す
ぐ
行
く
か
ら
」
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街
中
の
、
レ
ン
タ
ル
屋
で
あ
る
。

「
本
当
に
？
」

一
葉
は
、

「
そ
こ
で
、
待
っ
て
る
。
」

と
、
伝
え
た
。
勿
論
、
最
初
は
、
冗
談
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
、
行
く
と
言
わ
れ

た
ら
、
行
か
な
い
訳
に
い
か
な
い
。
一
葉
は
、
コ
ー
ト
を
、
１
枚
は
お
る
と
、

あ
わ
て
て
、
夜
の
街
に
、
出
て
行
っ
た
。

「
ま
さ
か
ね
。
」

い
る
訳
が
、
な
い
。
で
も
、
い
た
ら
、
ど
う
す
る
？
一
葉
の
、
心
が
、
震
え
た
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
あ
た
し
・
・
・
」

こ
ん
な
に
、
ど
き
ど
き
す
る
の
は
、
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
い
る
は
ず
が
な
い
。

そ
う
思
い
な
が
ら
、
３
０
分
待
っ
た
。
ど
こ
か
で
、
期
待
し
て
る
。
一
葉
は
、

待
ち
き
れ
な
く
、
な
っ
て
い
た
。
彼
に
逢
い
た
い
。

「
ど
こ
に
い
る
の
？
」

一
葉
は
、
彼
に
メ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
か
ら
の
、
メ
ー
ル
は
、
す
ぐ
、
戻

っ
て
き
た
。

「
ま
さ
か
、
本
当
に
く
る
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た
。
待
っ
て
て
」

哲
平
は
、
車
を
、
走
ら
せ
、
息
咳
切
っ
た
顔
で
、
一
葉
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
。

あ
わ
て
て
、
出
て
き
た
割
に
は
、
こ
れ
か
ら
逢
う
一
葉
に
、
気
を
つ
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
は
お
り
、
う
わ
さ
通
り
の
、
お
坊
ち
ゃ
ま
の
格
好
で

あ
る
。

「
お
茶
で
も
、
飲
む
？
で
も
、
こ
ん
な
処
、
誰
か
に
み
ら
れ
た
ら
、
困
る
だ
ろ

う
。
車
に
の
っ
て
」

哲
平
は
、
一
葉
を
、
自
分
の
車
に
、
乗
る
よ
う
う
な
が
し
た
。

「
ど
こ
に
行
く
」

車
は
、
夜
の
街
へ
と
走
り
出
し
た
。
彼
は
、
運
転
し
な
が
ら
、
一
葉
の
家
族
の

心
配
を
し
た
。
や
は
り
、
一
葉
に
は
、
家
族
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
こ
ん
な
所
、
誰
か
に
、
見
ら
れ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
？
」
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そ
れ
ら
を
、
心
配
し
な
が
ら
、
哲
平
は
、
一
葉
に

「
お
れ
、
一
葉
さ
ん
な
ら
、
い
い
と
思
い
ま
す
。
」

意
味
深
の
言
葉
で
あ
る
。
何
度
も
、

「
好
み
の
女
性
は
、
一
葉
さ
ん
み
た
い
な
人
」

何
度
も
、
繰
り
返
し
、
哲
平
は
、
い
っ
た
。

「
う
ん
。
で
も
ね
。
哲
平
君
で
は
、
親
子
に
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
？
」

笑
顔
で
、
一
葉
が
、
応
え
る
た
。

「
え
ぇ
！
」

と
、
哲
平
の
顔
は
、
曇
っ
た
。
後
か
ら
、
聞
く
と
、
親
子
と
言
わ
れ
た
の
は
、

か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ら
し
が
。

ほ
ん
の
、
１
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
を
、
終
え
、
遅
く
な
る
か
ら
と
、
哲
平
は
、
元

の
場
所
に
、
一
葉
を
送
り
届
け
、
二
人
は
、
別
れ
た
。
帰
宅
後
、
一
葉
に
メ
ー

ル
が
、
届
い
た
。

「
一
緒
に
買
い
物
に
行
こ
う
！
」

と
い
う
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

「
い
つ
？
に
す
る
？
」

「
合
せ
る
！
」

「
じ
ゃ
ぁ
！
忘
年
会
の
あ
る
。
そ
の
日
」

平
日
で
、
た
ま
た
ま
２
人
は
、
休
み
。
２
人
は
、
新
幹
線
で
、
隣
街
に
向
か
う

と
い
う
わ
け
だ
。
そ
の
日
の
、
夕
方
は
、
２
人
の
職
場
の
、
忘
年
会
が
あ
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
、
時
間
の
都
合
上
、
新
幹
線
と
い
う
訳
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
。
２
人
の
関
係
は
、
お
互
い
が
、
気
を
つ
け
て
い
た
の
に
、
か
か
わ
ら

ず
、
か
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
日
、
朝
は
、
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
、
哲

平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
に
、
一
葉
の
車
を
停
め
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
に
む
か

っ
た
。
２
人
は
、
恋
人
き
ど
り
で
あ
る
、
新
幹
線
に
の
っ
て
い
る
間
、
哲
平
は
、

広
い
シ
ー
ト
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
に
、
一
葉
の
、
体
に
、
よ
り
か
か
っ
て
き

た
。
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「
狭
い
の
か
な
」

一
葉
は
、
そ
の
時
、
あ
ま
り
気
に
と
め
な
か
っ
た
が
、
今
思
う
と
、
哲
平
も
、

そ
の
時
、
一
葉
と
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
寄
り
添
う
哲
平
の
気

持
ち
が
、
嬉
し
か
っ
た
。
自
分
の
気
持
ち
も
、
哲
平
と
お
な
じ
で
あ
る
。
買
い

物
を
し
、
哲
平
に
み
た
て
て
、
も
ら
い
な
が
ら
、
洋
服
を
買
っ
た
。

「
こ
ん
な
の
、
ど
う
？
」

一
葉
が
、
哲
平
に
え
ら
ん
だ
の
は
、
ス
ト
ラ
イ
プ
の
マ
フ
ラ
ー
。
哲
平
に
よ
く

似
合
う
。

「
い
い
よ
。
悪
い
か
ら
」

哲
平
は
、
嬉
し
そ
う
に
、
遠
慮
し
た
。

「
こ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

一
葉
は
、
哲
平
に
、
今
日
の
記
念
と
さ
し
だ
し
た
。
照
れ
く
さ
そ
う
に
、
受
け

取
り
な
が
ら

「
じ
ゃ
、
俺
は
、
ケ
ー
キ
買
う
か
ら
」

「
甘
い
の
。
嬉
し
い
。
で
も
、
何
処
で
、
食
べ
る
の
？
」

「
う
ん
。
俺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
。
」

「
へ
ぇ
・
・
・
」

駅
ビ
ル
で
、
一
葉
、
お
勧
め
の
ケ
ー
キ
を
購
入
し
、
帰
路
。
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
む
か
い
、
買
っ
て
き
た
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
。
洋
ナ
シ
の
タ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

「
タ
ル
ト
好
き
？
」

「
う
ん
」

「
で
も
、
食
べ
き
れ
な
い
ね
？
」

二
人
は
、
笑
っ
た
。

「
疲
れ
た
？
」

「
俺
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
き
る
ん
だ
」

「
へ
ぇ
。
い
や
ら
し
い
」

「
ま
さ
か
」

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
哲
平
は
、
一
葉
の
脚
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
は
じ
め
た
。
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
為
と
い
う
事
と
、
こ
れ
か
ら
、
出

席
す
る
忘
年
会
に
着
替
え
る
為
、
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
い
た
わ
け
だ
が
、
一
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葉
に
は
、
哲
平
が
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
男
１
人
住

ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ノ
コ
ノ
コ
つ
い
て
き
て
。
軽
い
女
と
み
ら
れ
な
い
か
、

そ
れ
と
も
、
普
段
か
ら
、
女
性
と
は
、
そ
お
い
う
付
き
合
い
を
し
て
い
る
男
な

の
か
。
哲
平
は
、
一
葉
の
、
脚
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
る
。
確
か
に
、
資
格

を
と
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
上
手
だ
。
真
剣
な
顔
で
、
一

葉
の
脚
を
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
い
る
。
眼
差
し
が
、
何
故
か
愛
お
し
く
感
じ
て

し
ま
っ
た
。
　
思
わ
ず
、
一
葉
は
、
哲
平
の
右
手
を
つ
か
ん
で
い
た
。
そ
の
手

を
、
自
分
の
右
胸
に
重
ね
て
い
た
。

「
え
っ
？
」

哲
平
は
、
驚
い
た
が
、
拒
ま
な
か
っ
た
。
メ
ー
ル
で
、
さ
び
し
く
て
、
仕
方
の

無
い
夜
、
哲
平
に
抱
き
し
め
て
く
れ
と
、
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
哲
平
は
、

ふ
ざ
け
な
が
ら
、

「
い
ろ
ん
な
コ
ー
ス
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」

っ
て
、
答
え
っ
た
っ
け
。
ご
く
、
自
然
に
、
一
葉
は
、
哲
平
の
手
を
と
っ
て
い

た
。
す
る
と
、
哲
平
の
、
左
手
が
、
一
葉
の
体
を
包
ん
で
い
た
。
思
わ
ず
、
一

葉
は
、
哲
平
の
顔
を
見
上
げ
た
。
そ
こ
に
、
哲
平
の
眼
差
し
が
あ
っ
た
。
本
当

に
思
わ
ず
・
・
・
。
だ
っ
た
。

・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
・
・
・
。

一
葉
の
唇
が
、
哲
平
を
求
め
て
い
た
。
哲
平
は
、
拒
否
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

２
人
は
、
ど
う
し
て
い
た
か
、
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
い
つ
ま
で
も
、
哲
平

が
、
一
葉
を
抱
き
し
め
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
を
、
一
葉
は
、
覚
え
て
い
た
。
も

う
、
引
き
返
す
事
は
、
出
来
な
い
。
一
葉
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
嘘
は
、
つ
け

な
い
事
を
確
信
し
た
。
こ
の
ま
ま
、
い
っ
た
ら
、
２
人
は
、
大
変
な
事
に
な
る
。

で
も
、
一
葉
に
は
、
哲
平
と
一
緒
に
い
る
事
が
全
て
に
思
え
た
。
そ
し
て
、
哲

平
は
、
こ
れ
か
ら
、
彼
女
と
一
緒
に
い
る
事
で
あ
ら
ゆ
る
事
で
苦
し
む
事
に
な

ろ
う
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た
。
あ
の
時
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
ら
な
け
れ
ば
。
後

で
、
傷
付
か
ず
に
、
す
ん
だ
ろ
う
に
・
・
・
。
思
い
の
ま
ま
に
、
一
葉
は
、
哲

平
を
求
め
、
哲
平
は
、
一
葉
を
求
め
た
ん
だ
と
思
う
。
２
０
代
の
ま
だ
、
若
い

哲
平
は
、
一
葉
を
、
ひ
た
す
ら
、
追
い
か
け
は
じ
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
葉

も
、
渡
っ
て
は
、
い
け
な
い
橋
を
渡
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
年
明
け
て
の
、
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１
月
。
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
晩
御
飯
を
食
べ
る
事
が
、
２
人
の
習
慣
に
な

り
つ
つ
、
あ
っ
た
時
で
あ
る
。
ご
く
普
通
に
、
哲
平
は
、
一
葉
を
誘
い
、
一
葉

も
、
彼
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
こ
の
次
の
休
み
は
、
何
し
て
る
の
？
」

カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
横
目
で
み
な
が
ら
、
哲
平
は
、
一
葉
の
予
定
を
聞
く
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

休
み
が
あ
わ
な
け
れ
ば
、
２
人
で
、
休
み
を
あ
わ
せ
、
時
間
を
つ
く
り
、
哲
平

の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
過
ご
す
日
が
、
増
え
て
い
っ
た
。
多
い
時
で
は
、
週
に
２
回
、

逢
う
事
が
、
増
え
て
い
っ
た
。

「
と
く
に
、
な
い
よ
」

「
じ
ゃ
ぁ
。
逢
お
う
！
」

「
う
ん
」

一
葉
は
、
笑
っ
た
。
自
分
を
、
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。
嬉
し
い
。
本
気
で
、
自

分
を
求
め
て
く
れ
る
の
が
、
嬉
し
い
が
、
答
え
ら
れ
な
い
現
実
が
、
一
葉
を
、

待
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
哲
平
の
、
思
い
が
、
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
辛
く
感

じ
る
時
が
あ
っ
た
。

「
帰
ら
な
い
で
」

帰
宅
の
準
備
を
し
は
じ
め
る
と
、
哲
平
は
、
邪
魔
を
し
は
じ
め
た
。

泣
き
出
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
帰
ら
せ
ま
い
と
す
る
。
ど
ん
な
に
、
一
緒
に
い

て
も
、
一
葉
の
持
つ
現
実
が
、
哲
平
を
苦
し
め
た
。
衣
服
を
、
身
に
つ
け
る
こ

と
さ
え
、
邪
魔
を
す
る
。

「
も
う
、
帰
る
の
？
」

「
だ
っ
て
、
哲
平
。
こ
こ
は
、
私
の
家
で
な
い
も
の
」

「
！
」

・
・
・
あ
っ
・
・
・

と
、
い
う
顔
を
し
た
ま
ま
、
哲
平
は
、
目
を
伏
せ
た
。

「
ご
め
ん
」

一
葉
も
、
ま
ず
い
事
を
い
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
後
の
言
葉
を
探
っ
た
ま
ま
だ
。

見
送
る
時
、
い
つ
も
、
哲
平
は
、
寂
し
そ
う
な
顔
で
、
一
葉
を
見
送
っ
た
。
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「
気
を
つ
け
て
」

見
送
る
彼
の
顔
が
、
寂
し
そ
う
だ
っ
た
。

１
度
だ
け
、
一
葉
を
自
宅
ま
で
、
送
っ
た
と
き
が
、
あ
っ
た
。
突
然
。

「
一
葉
の
旦
那
が
う
ら
や
ま
し
い
」

ポ
ツ
ン
と
哲
平
は
、
つ
ぶ
や
い
た
。

「
哲
平
」

・
・
・
あ
ぁ
、
で
も
ね
。
・
・
・

一
番
、
苦
し
い
の
は
、
一
葉
だ
。
哲
平
と
す
ご
し
た
後
、
自
分
の
家
族
と
逢
う
。

・
・
・
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
顔
で
逢
え
ば
、
い
い
ん
だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
、
続

く
ん
だ
ろ
う
。
・
・
・

哲
平
を
、
本
気
で
愛
し
て
い
な
が
ら
、
こ
の
苦
し
い
報
わ
れ
な
い
恋
を
終
わ
ら

せ
、
心
穏
や
か
に
、
家
族
の
中
に
あ
り
た
い
と
願
う
気
持
ち
が
わ
き
お
こ
る
事

も
あ
る
。
若
か
っ
た
ら
、
哲
平
の
元
に
行
け
る
の
に
。
で
も
・
・
・
。
自
分
に

は
、
子
供
が
い
る
。
突
き
つ
け
ら
れ
る
現
実
。
一
葉
の
我
儘
。
エ
ゴ
と
呼
ば
ず

と
し
て
、
何
と
言
う
か
・
・
・
。
彼
を
繋
ぎ
と
め
て
お
い
て
、
い
い
の
か
。

・
・
・
そ
れ
で
も
、
哲
平
を
愛
し
て
い
る
。
・
・
・

こ
の
、
矛
盾
。
一
葉
は
、
自
宅
に
着
く
と
、
す
ぐ
到
着
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。

・
・
・
只
今
、
到
着
。
・
・
・
・

・
・
・
お
帰
り
・
・
・

す
ぐ
、
彼
か
ら
は
、
返
信
が
来
る
。
こ
な
い
日
は
、
な
か
っ
た
。

彼
を
心
配
さ
せ
な
い
た
め
に
、
メ
ー
ル
を
打
つ
。
い
つ
ま
で
、
続
く
か
、
わ
か

ら
な
い
恋
に
と
ら
わ
れ
て
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
が
、
間
近
に
せ
ま
っ
て
い
た
。

「
ケ
ー
キ
つ
く
る
」

「
誰
が
？
」

「
哲
平
が
。
」

「
何
で
、
俺
が
？
」

「
教
え
る
か
ら
。
」

当
然
、
哲
平
の
部
屋
で
す
ご
し
た
。
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「
も
っ
と
、
一
緒
に
い
た
い
」

「
旅
行
に
行
こ
う
」

「
行
き
た
い
」

２
人
は
、
旅
行
の
計
画
に
行
こ
う
と
い
う
話
し
で
、
盛
り
あ
が
っ
て
い
た
。

「
行
き
先
は
？
何
処
行
き
た
い
？
」

「
那
須
」

「
わ
か
っ
た
」

行
き
先
は
、
一
葉
の
、
行
き
た
が
っ
て
い
た
那
須
に
な
っ
た
。
温
泉
を
ま
わ
り
、

美
術
館
め
ぐ
り
、
後
は
、
一
葉
の
好
き
な
買
い
物
だ
。

「
じ
ゃ
あ
。
ラ
ー
メ
ン
も
食
べ
る
」

哲
平
の
意
見
で
、
名
物
の
ラ
ー
メ
ン
も
食
べ
る
事
に
な
っ
た
。
念
願
の
、
１
日

中
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
２
人
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
上
が
り
、
ま
す
ま

す
離
れ
ら
れ
な
く
、
な
っ
て
い
っ
た
。
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事
故
。

２
人
で
、
泊
ま
る
の
は
、
こ
れ
で
２
回
目
だ
。
前
は
、
新
年
会
の
帰
り
。
泊
ま

ら
ず
、
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
、
一
葉
を
、
哲
平
は
、
何
度
も
、
説
得
し
、
自
分

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
ま
る
事
に
し
た
。

「
俺
が
、
寝
て
る
う
ち
に
、
か
え
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

哲
平
は
、
自
分
を
置
い
て
、
一
葉
が
、
朝
、
早
く
、
帰
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て

い
た
。
一
晩
中
、
一
葉
を
抱
き
か
か
え
て
、
眠
り
に
つ
い
た
。
今
回
は
、
一
葉

が
、
途
中
で
い
な
く
な
る
不
安
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
哲
平
は
、
一
葉
を
、
抱

き
か
か
え
眠
り
に
つ
く
の
だ
っ
た
。
無
邪
気
に
、
寝
息
を
た
て
て
・
・
・
・
。

一
葉
は
、
幸
せ
だ
っ
た
。
勿
論
、
い
つ
ま
で
、
続
く
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
彼

に
は
、
未
来
が
あ
る
。
で
も
、
自
分
に
は
・
・
・
。
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
る

だ
け
で
、
幸
せ
だ
っ
た
。
彼
の
寝
顔
は
、
無
邪
気
で
、
一
葉
の
、
愛
し
た
彼
そ

の
も
の
だ
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
、
そ
ば
に
い
た
い
。
一
葉
の
、
せ
つ
な
い
思
い

だ
っ
た
。

　
山
間
の
小
さ
な
旅
館
に
泊
ま
っ
た
。
部
屋
も
、
そ
れ
な
り
、
哲
平
が
、
以
前

行
っ
た
先
の
、
お
土
産
を
、
二
人
で
あ
け
て
、
部
屋
で
、
食
事
を
し
た
。
昼
間

は
、
哲
平
が
、
調
べ
て
お
い
た
グ
ル
メ
巡
り
を
し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
巡
り
を
し
、

買
い
物
に
行
っ
た
。
一
緒
に
い
る
時
間
を
貪
る
よ
う
に
、
過
ご
し
た
。
哲
平
と

一
緒
に
い
る
と
、
一
葉
が
、
心
配
す
る
程
、
誰
か
か
ら
、
メ
ー
ル
が
、
頻
繁
に

く
る
と
か
、
連
絡
が
、
来
る
と
か
、
そ
ん
な
事
は
、
な
か
っ
た
。
ひ
た
す
ら
、

一
葉
と
の
時
間
を
、
大
切
に
過
ご
し
て
い
た
。
　
旅
行
は
、
す
ぐ
終
わ
っ
た
。

２
人
で
、
い
ら
れ
る
時
間
も
、
ま
た
、
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
い
た
い

が
、
哲
平
の
休
み
に
、
一
葉
が
、
あ
わ
せ
る
形
に
な
っ
た
。
一
葉
が
、
６
月
に
、

長
期
出
張
に
行
く
と
知
っ
た
、
哲
平
は
、
す
ぐ
携
帯
を
か
け
て
き
て
、
向
こ
う

で
お
ち
あ
い
た
い
と
、
提
案
し
た
。
一
葉
は
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
約
束
し
た
。

１
日
長
く
、
横
浜
に
い
て
、
哲
平
と
買
い
物
し
よ
う
。

「
ま
た
、
一
緒
に
い
ら
れ
る
」

一
葉
は
、
嬉
し
か
っ
た
。
那
須
か
ら
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
、
哲
平
の
テ
ン
シ
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ョ
ン
は
、
下
が
ら
な
か
っ
た
。

「
今
度
は
、
ど
こ
に
行
く
？
」

哲
平
は
、
一
葉
を
、
本
当
に
愛
し
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。
何
度
も
、
メ
ー
ル
に
、

一
葉
へ
の
思
い
が
、
届
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
こ
た
え
た
い
。
一
葉
は
、

思
い
詰
め
始
め
て
い
た
。
う
ま
く
、
い
っ
て
な
い
と
は
い
え
、
夫
は
、
離
婚
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
子
供
た
ち
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
何
よ
り
、
こ

の
若
い
、
哲
平
は
、
私
を
愛
し
ぬ
く
こ
と
が
、
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
１
０
歳

違
い
の
で
あ
る
、
彼
の
親
が
許
す
訳
が
な
い
。
何
よ
り
、
彼
の
子
供
を
生
む
こ

と
は
、
で
き
な
い
。
も
う
、
人
生
を
や
り
な
お
せ
る
程
、
一
葉
は
、
若
く
な
い

事
を
、
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
彼
を
愛
し
て
い
る
。
一
葉
の
、
心
は
、
乱

れ
て
い
た
。

　
旅
行
か
ら
、
帰
っ
て
き
て
、
季
節
は
、
春
に
な
っ
て
い
た
。
毎
日
、
時
間
を

み
つ
け
て
は
、
逢
う
日
が
、
続
い
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
一
葉
は
、
つ
と
め
る

会
社
の
車
を
運
転
中
、
事
故
を
お
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
哲
平
の
め
の

前
で
・
・
・
・
。

「
哲
平
！
」

一
葉
は
、
絶
叫
し
た
。

ブ
レ
ー
キ
が
間
に
あ
わ
な
い
！
加
速
し
た
車
は
、
後
方
の
壁
に
激
突
し
た
。
瞬

間
、
哲
平
と
眼
が
あ
っ
た
。
自
分
は
、
お
い
す
が
る
眼
を
し
た
と
思
う
。

車
は
、
や
が
て
、
停
車
し
、
駆
け
つ
け
た
哲
平
は
、
呆
然
と
た
ち
す
く
ん
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
、
紫
藤
君
。
何
し
て
る
の
！
」

同
僚
の
声
で
、
主
任
で
も
あ
る
哲
平
は
、
我
に
帰
り
、
責
任
者
と
し
て
の
行
動

に
、
う
つ
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
病
院
へ
。
」

「
哲
平
」

自
力
で
た
っ
て
い
ら
れ
な
い
一
葉
を
同
僚
に
残
し
、
同
乗
者
達
を
、
車
に
の
せ

か
え
て
、
診
療
所
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
」

一
葉
は
、
そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ
。
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「
痛
い
所
は
、
な
い
？
」

「
一
葉
は
、
本
当
に
大
丈
夫
？
」

哲
平
は
、
何
度
も
、
一
葉
に
メ
ー
ル
を
お
く
っ
て
き
た
。
事
故
の
処
理
で
、
自

分
も
忙
し
い
の
に
、
一
葉
を
心
配
し
て
い
る
の
だ
。

一
応
、
若
い
と
は
い
え
、
哲
平
は
、
事
故
責
任
者
で
あ
る
。
一
葉
の
、
事
故
の

対
応
に
、
追
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
日
の
夕
方
、
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
や
め
よ
う
か

と
、
気
の
り
し
な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の
ま
ま
、
１
人
で
帰
宅
し
て
も
、
気
が

滅
入
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
哲
平
に
逢
い
た
い
」

予
定
通
り
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
行
く
事
に
し
た
。
何
よ
り
、
哲
平
に
慰
め
て

ほ
し
い
。
一
葉
は
、
事
故
後
の
精
神
面
を
心
配
す
る
同
僚
を
よ
そ
に
、
哲
平
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
向
か
っ
た
。
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離
れ
ら
れ
な
い
・
・
。

季
節
は
、
春
を
迎
え
て
い
た
。
ど
こ
も
、
桜
の
ピ
ン
ク
一
色
。
一
葉
は
、
携
帯

で
、
桜
の
花
を
、
哲
平
に
写
メ
し
た
。

「
お
花
見
い
き
た
い
」

「
俺
も
、
そ
う
思
っ
て
い
た
。
一
緒
に
行
こ
う
」

２
人
で
、
休
み
の
あ
う
日
を
探
し
、
桜
の
花
も
散
り
か
け
た
頃
、
隣
の
市
の
古

城
の
あ
る
町
に
で
か
け
て
い
っ
た
。

　
そ
の
日
、
い
つ
に
な
く
、
哲
平
は
、
不
機
嫌
だ
っ
た
。

「
俺
は
、
晴
れ
男
な
の
」

自
慢
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
は
、
朝
か
ら
、
小
雨
。

「
誰
か
さ
ん
の
行
い
が
、
悪
い
か
ら
」

マ
ン
シ
ョ
ン
に
行
っ
た
時
か
ら
、
不
機
嫌
で
、

「
一
日
中
、
自
由
な
ら
、
も
っ
と
、
遠
く
に
行
け
る
の
に
・
・
・
。
」

不
機
嫌
そ
う
に
哲
平
は
、
つ
ぶ
や
き
、
歩
く
時
も
、

「
誰
か
に
、
み
ら
れ
る
と
、
大
変
だ
か
ら
」

と
、
離
れ
て
、
歩
い
た
。
事
故
の
事
で
、
不
機
嫌
な
の
か
。
哲
平
の
後
ろ
姿
は
、

一
葉
を
、
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に
も
、
見
え
た
。
そ
れ
で
も
、
し
ば
ら
く
す
る

と
、
機
嫌
は
、
少
し
、
直
り
、
古
城
の
周
り
も
、
す
ぐ
見
終
わ
っ
た
。

「
時
間
が
あ
れ
ば
、
那
須
の
方
に
も
、
い
い
所
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
」

一
葉
が
、
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
を
、
ま
た
、
不
満
そ
う
に
こ
ぼ
し
た
。
き
っ

と
、
哲
平
も
、
一
葉
と
自
分
の
お
か
れ
て
る
現
実
に
傷
つ
い
て
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
は
、
不
倫
だ
・
・
・
。
ど
ん
な
、
理
由
が
あ
る
に
し
ろ
。
真
面
目
で
、
将

来
を
夢
み
て
い
る
哲
平
を
苦
し
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
哲
平
も
一
葉
も
、
お

互
い
、
あ
う
事
を
辞
め
れ
な
い
。
あ
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
、
次
の
約
束
を
し

て
し
ま
う
。
そ
の
う
ち
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
逢
う

と
、
最
初
は
、
不
機
嫌
だ
っ
た
哲
平
も
、
帰
り
に
は
、
一
葉
と
の
別
れ
を
惜
し

む
。

「
ね
え
、
誕
生
日
何
か
予
定
あ
る
？
」
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２
人
で
、
買
い
物
に
い
っ
た
帰
り
に
哲
平
は
聞
い
た
。
も
う
少
し
で
、
一
葉
の

誕
生
日
が
く
る
、
一
葉
自
身
に
は
、
誕
生
日
は
、
あ
ま
り
嬉
し
い
も
の
で
は
、

な
か
っ
た
が
、
記
念
日
と
同
じ
で
、
哲
平
に
は
、
特
別
な
日
な
ん
だ
ろ
う
。
予

定
が
、
な
い
訳
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、
一
葉
は
、
何
と
か
し
て
、
哲
平
と
居
た

い
。

「
一
緒
に
、
お
祝
い
し
よ
う
」

哲
平
は
、
一
葉
に
、
一
緒
に
す
ご
す
約
束
を
と
り
つ
け
た
。

「
う
ん
」

「
ま
た
、
年
齢
。
離
れ
ち
ゃ
う
け
ど
」

そ
し
て
、
一
緒
に
、
買
い
物
し
て
き
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
パ
ー
ツ
で
、
こ
れ
か

ら
、
何
を
作
る
か
、
は
な
し
あ
っ
た
。

「
そ
お
い
え
ば
、
こ
れ
」

哲
平
が
取
り
出
し
た
の
は
、
会
社
近
く
の
、
神
社
の
お
守
り
だ
。

「
え
っ
・
・
・
・
」

一
葉
は
、
驚
い
た
。
朝
に
弱
い
哲
平
が
、
早
起
き
し
て
、
近
く
の
神
社
で
、
交

通
安
全
の
お
守
り
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
の
だ
。

「
嬉
し
い
。
買
っ
て
く
る
の
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
？
」

い
つ
も
、
職
場
で
は
、
そ
っ
け
な
い
態
度
で
い
る
が
、
自
分
の
事
を
心
配
し
、

朝
が
苦
手
な
の
に
、
こ
う
し
て
、
お
守
り
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

照
れ
く
さ
そ
う
に
、
哲
平
は
、
笑
っ
た
。
不
機
嫌
だ
っ
た
り
、
哲
平
の
気
持
ち

が
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
。
で
も
、
こ
う
し
て
、
哲
平
は
、
自
分
を
気
に
か
け

て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
十
分
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
。
こ
れ
以
上
、

哲
平
に
何
を
望
む
？
一
葉
は
、
何
も
彼
に
し
て
あ
げ
れ
な
い
の
だ
。

「
誕
生
日
の
そ
の
日
は
、
大
丈
夫
」

何
が
あ
っ
て
も
、
空
け
る
。
そ
し
て
、
哲
平
と
一
緒
に
誕
生
日
を
祝
い
た
い
。

一
葉
は
、
そ
の
日
、
彼
に
あ
う
事
に
し
た
。

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
ま
た
、
年
が
離
れ
ち
ゃ
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
ろ
し
く
」
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誕
生
日
の
朝
、
一
葉
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
じ
ゃ
、
ま
た
あ
と
で
」

仕
事
の
は
い
っ
て
た
、
哲
平
は
、
一
葉
と
夕
方
に
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
、
メ
ー
ル
を
終
え
た
。
夕
方
に
は
、
逢
え
る
。
一
葉

は
、
前
日
に
哲
平
か
ら
、
行
き
た
い
店
を
聞
か
れ
て
い
た
。
哲
平
は
、
予
約
を

い
れ
て
お
く
と
い
う
。
人
目
を
気
に
し
て
い
る
哲
平
に
し
て
は
、
珍
し
く
、
街

中
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
店
だ
。
中
に
、
だ
れ
か
会
社
の
人
が
い
な
い
と
も
限
ら

な
い
。

「
オ
ー
ダ
ー
ど
う
す
る
？
」

照
れ
く
さ
そ
う
に
、
前
髪
を
引
っ
張
り
な
が
ら
、
哲
平
は
、
聞
い
た
。
正
面
に

座
る
と
、
い
つ
も
、
哲
平
は
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
前
髪
を
ひ
っ
ぱ
る
。
２
人

で
、
那
須
に
い
っ
た
時
も
、
そ
う
だ
っ
た
。
食
事
の
時
、
前
に
座
る
と
、
視
線

を
は
ず
す
様
に
、
前
髪
を
い
じ
る
。
哲
平
の
前
髪
は
、
癖
が
つ
よ
い
。
少
し
、

後
退
し
つ
つ
、
あ
る
の
を
、
哲
平
は
、
気
に
し
て
い
た
お
り
、
一
葉
に
は
、
か

ら
か
う
ネ
タ
に
な
っ
て
い
た
。

２
人
で
頼
ん
だ
コ
ー
ス
料
理
を
食
べ
、
店
を
後
に
し
た
。

「
一
葉
は
、
何
か
甘
い
も
の
た
べ
る
？
」

哲
平
は
、
一
葉
の
好
き
な
甘
い
も
の
を
買
っ
て
く
る
の
を
提
案
し
た
。

「
ど
こ
が
、
あ
い
て
い
る
か
な
？
」

時
間
は
、
８
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
、
甘
い
も
の
を
買
い
、

そ
の
足
で
、
軽
い
ド
ラ
イ
ブ
に
で
た
。

「
一
葉
の
、
い
っ
て
い
る
教
室
見
に
行
き
た
い
！
」

哲
平
は
、
一
葉
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
場
所
を
見
た
が
っ
た
。
そ
の
ま
ま
、

哲
平
の
よ
く
行
く
公
園
で
、
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
た
。

　
も
っ
と
、
哲
平
と
一
緒
に
い
た
い
。
時
間
は
、
ど
ん
ど
ん
す
ぎ
て
い
く
。
一

葉
は
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
家
庭
環
境
も
、
子
供
の
事
も
、
忘
れ
た
か
っ
た
。

何
を
、
お
い
て
も
、
哲
平
と
い
た
い
。
で
も
、
こ
の
日
、
哲
平
は
、
一
葉
を
、

早
く
帰
し
た
が
っ
た
。
３
日
後
に
は
、
ま
た
、
２
人
で
、
軽
井
沢
方
面
に
旅
行

に
い
く
か
ら
。

「
俺
、
東
照
宮
に
い
き
た
い
」
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哲
平
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。
あ
と
は
、
一
葉
の
好
き
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
め
ぐ
り
、

予
定
は
、
目
一
杯
入
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、
一
葉
の

好
き
な
藤
の
花
も
見
る
予
定
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
す
ぎ
て
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
様
子
の
変
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
旅
行
で
、
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
話
し
が
出
来
る

と
思
い
、
一
葉
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
３
月
に
、
あ
っ
た
と
き
、
哲
平
は
、

友
達
に
２
人
の
関
係
を
、
打
ち
明
け
、
責
め
ら
れ
た
と
、
言
っ
て
い
た
。

「
相
手
の
、
家
族
に
訴
え
ら
れ
る
ぞ
」

と
、
言
わ
れ
た
ら
し
い
。

「
本
気
で
、
説
教
さ
れ
た
」

ら
し
い
。

そ
の
ま
ま
、
悩
ん
だ
ら
し
い
が
、
一
葉
と
、
そ
れ
で
も
、
一
緒
に
い
る
と
、
彼

な
り
に
、
選
択
し
た
よ
う
だ
が
・
・
・
。
最
近
、
す
ぐ
帰
っ
て
く
る
メ
ー
ル
も

途
絶
え
が
ち
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
誕
生
日
の
お
祝
い
メ
ー
ル
が
来
た
と

き
や
、
旅
行
の
前
日
に

「
日
光
方
面
は
、
１
７
度
く
ら
い
に
な
る
か
ら
、
気
を
つ
け
て
」

一
葉
の
、
体
調
を
気
遣
う
メ
ー
ル
が
来
た
と
き
は
、
安
心
し
た
。
朝
は
、
い
つ

も
の
と
お
り
、
電
車
で
行
き
、
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、
東
照
宮
に
向
か
い
、
群
馬

の
吹
き
割
れ
の
滝
を
、
め
ざ
し
、
近
く
の
小
さ
な
旅
館
で
１
泊
し
、
次
の
日
は
、

軽
井
沢
に
む
か
っ
て
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
め
ぐ
り
を
し
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
へ
。

い
つ
に
な
く
、
た
く
さ
ん
、
写
真
を
と
っ
た
。
こ
の
、
旅
行
か
ら
、
帰
っ
た
ら
、

別
れ
を
切
り
出
す
つ
も
り
で
居
た
と
、
後
か
ら
、
哲
平
は
、
言
っ
て
い
た
。
で

も
、
そ
ん
な
事
を
、
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
哲
平
は
、
一
葉
を
慕
い
、
一
葉
も
、

哲
平
を
慕
っ
て
い
た
。

「
や
っ
ぱ
さ
ー
。
き
つ
い
よ
な
、
３
７
歳
は
」

笑
顔
で
哲
平
は
、
皮
肉
を
い
っ
た
。

「
あ
た
し
だ
っ
て
、
２
７
歳
は
、
き
つ
い
よ
」

一
葉
も
、
そ
う
か
え
し
た
。

そ
れ
で
も
、
２
人
で
い
る
と
、
お
互
い
ひ
き
つ
け
あ
っ
て
し
ま
う
。
生
き
て
る

世
界
が
ち
が
う
。
年
が
違
う
。
一
緒
に
は
、
決
し
て
な
れ
な
い
。
わ
か
っ
て
い

い
る
が
、
な
か
な
か
、
わ
か
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
、
い
く
と
、
お
互
い
に
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よ
く
な
い
。
特
に
、
一
葉
の
子
供
た
ち
は
、
ど
う
感
じ
る
の
か
。
そ
れ
に
、
哲

平
は
、
こ
れ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
恋
愛
を
す
る
だ
ろ
う
。
一
葉
が
、

最
後
の
女
に
な
る
わ
け
が
な
い
。
そ
う
、
一
葉
も
、
感
じ
て
い
た
。

「
ま
だ
、
か
え
れ
な
い
」

旅
行
後
、
真
っ
直
ぐ
、
送
ろ
う
と
す
る
哲
平
を
一
葉
は
、
は
な
さ
な
か
っ
た
。

「
で
も
、
俺
は
、
送
る
か
ら
」

そ
う
言
う
哲
平
を
ひ
き
と
め
、
一
葉
は
、
彼
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に
う
な
が
し
た
。

「
一
緒
に
お
ち
て
。
」

「
う
ん
」

理
由
も
、
わ
か
ら
ず
、
哲
平
は
、
う
な
ず
い
た
。

一
葉
は
、
こ
の
ま
ま
、
彼
と
、
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
何
も
わ
か
ら

ず
、
う
な
づ
く
哲
平
。
で
も
、
後
の
メ
ー
ル
で
、

「
堕
ち
る
と
い
う
の
は
、
悪
い
方
向
に
行
く
事
で
は
、
な
い
よ
ね
？
」

と
、
念
を
お
し
た
。
一
葉
が
、
思
う
よ
り
真
剣
に
、
先
の
事
を
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
哲
平
は
、
一
葉
の
事
を
、
考
え
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
ひ

く
事
も
で
き
る
。
決
し
て
、
自
分
の
事
だ
け
を
考
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
何

も
考
え
ず
、
哲
平
の
愛
情
を
む
さ
っ
ぼ
て
い
る
の
は
、
一
葉
な
の
で
は
、
な
い

だ
ろ
う
か
・
・
・
。
そ
れ
は
、
一
葉
は
、
常
に
、
彼
を
求
め
て
い
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
彼
も
一
葉
を
求
め
て
い
た
。
お
互
い
に
、
互
い
を
必
要
と
し
て
い
た

と
思
う
。
旅
行
か
ら
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
い
つ
も
の
哲
平
に
も
っ
ど
っ
て

い
た
。
メ
ー
ル
も
、
す
ぐ
、
も
っ
ど
っ
て
き
て
い
た
し
、
互
い
に
、
車
で
す
れ

違
う
だ
け
で
も
、
す
ぐ
、
メ
ー
ル
が
届
き
、
当
初
の
２
人
に
戻
っ
て
い
た
よ
う

に
、
一
葉
は
、
感
じ
て
い
た
。
そ
う
、
あ
の
日
が
く
る
ま
で
は
・
・
・
。
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一
葉
か
ら
の
別
れ

哲
平
と
同
じ
職
場
に
、
朝
月
と
い
う
２
０
代
の
女
性
が
、
入
社
し
て
き
た
の
は
、

丁
度
、
一
葉
と
哲
平
が
、
互
い
の
境
界
を
越
え
て
し
ま
う
去
年
の
１
２
月
く
ら

い
だ
っ
た
と
思
う
。
朝
月
栞
は
、
２
３
歳
で
あ
り
な
が
ら
、
バ
ツ
１
で
、
１
歳

の
子
持
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
彼
女
が
、
哲
平
に
熱
を
あ
げ
は
じ
め
た
。
帰
り

道
は
、
勿
論
、
哲
平
の
帰
宅
に
あ
わ
せ
て
、
駐
車
場
で
待
ち
伏
せ
を
す
る
。
仕

事
の
確
認
メ
ー
ル
を
い
れ
る
か
ら
と
、
メ
ル
ア
ド
を
き
く
、
２
人
で
、
仕
事
を

す
る
機
会
も
増
え
て
、
一
葉
は
、
心
の
休
ま
る
暇
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

自
分
は
、
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
存
在
な
の
だ
・
・
・
。

一
葉
も
、
そ
れ
は
、
判
っ
て
い
る
が
、
若
い
栞
が
、
自
分
の
も
の
と
、
い
い
た

げ
に
、
哲
平
の
そ
ば
に
い
る
事
が
耐
え
が
た
く
、
そ
れ
は
、
哲
平
と
一
葉
の
喧

嘩
す
る
ネ
タ
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
、
栞
と
哲
平
が
、
仲

が
い
い
と
い
う
話
を
し
て
い
た
一
葉
は
、
職
場
で
、
主
任
で
も
あ
る
哲
平
に
、

注
意
を
受
け
た
。

「
自
分
の
、
発
言
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」

「
別
に
、
そ
う
い
う
つ
も
り
で
言
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

「
仕
事
と
し
て
、
注
意
し
た
ん
で
す
」

哲
平
は
、
イ
ラ
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
職
場
で
の
、
一
葉
に
つ
い
て
の
注

意
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
な
っ
か
っ
た
。
な
に
か
と
、
一
葉
の
行
動
が
眼
に
つ

く
の
か
・
・
・
。
と
に
か
く
、
哲
平
の
一
葉
に
た
い
す
る
態
度
は
、
つ
め
た
く
、

何
か
と
一
葉
を
注
意
し
た
が
っ
た
。
余
り
に
も
、
多
い
の
で
、
た
ま
り
か
け
た

一
葉
は
、
哲
平
に
電
話
し
た
。

「
・
・
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
た
、
お
ば
さ
ん
達
は
」

一
葉
は
、
耳
を
う
た
が
っ
た
。

「
今
、
何
て
、
言
っ
た
の
？
」

電
話
で
は
な
す
と
き
、
哲
平
は
、
特
に
感
情
的
に
な
る
。

「
あ
ん
た
が
た
、
お
ば
さ
ん
達
」

一
葉
は
、
言
葉
を
失
っ
た
。
感
情
的
に
な
っ
て
い
る
と
は
、
い
え
本
心
で
あ
ろ
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う
。
哲
平
は
、
普
段
か
ら
、
こ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
葉
は
、

思
っ
た

決
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
加
減
目
を
覚
ま
そ
う
。
彼
は
、
１
０
も
年

下
な
の
だ
。
い
い
気
に
な
っ
て
、
一
緒
に
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。
若
さ
だ
け
し

か
な
い
女
と
比
べ
ら
れ
て
、
自
分
が
、
惨
め
で
は
、
な
い
か
。
一
葉
は
、
電
話

を
き
っ
た
。

・
・
・
も
う
、
決
め
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
上
、
好
き
に
な
れ
ば
、

傷
つ
く
。
哲
平
を
解
放
し
よ
う
・
・
・

そ
し
て
、
メ
ー
ル
を
う
ち
は
じ
め
た
。

・
・
・
も
う
、
一
緒
に
は
、
い
ら
れ
な
い
。
あ
な
た
の
言
葉
に
心
が
凍
り
つ
い

て
し
ま
っ
て
。
ど
う
か
、
ほ
か
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
。
・
・
・
・

と
、
メ
ー
ル
を
打
っ
た
。

・
・
・
終
わ
っ
た
。
・
・
・

一
葉
は
、
思
っ
た
。
所
詮
、
不
倫
で
し
か
な
い
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、

こ
う
な
る
事
は
、
わ
か
っ
て
い
た
。
き
っ
ち
り
逢
っ
て
話
し
た
か
っ
た
が
、
哲

平
が
こ
わ
か
っ
た
。
哲
平
か
ら
、
す
ぐ
、
返
信
は
、
き
た
。

・
・
・
お
ば
さ
ん
な
ん
て
、
思
っ
て
な
か
っ
た
よ
。
た
だ
、
友
達
が
、
真
剣
に

俺
の
事
を
心
配
し
て
、
説
教
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
・
・
・

メ
ー
ル
は
、
そ
れ
で
、
終
わ
っ
て
い
た
。
や
は
り
、
哲
平
も
、
考
え
て
い
た
の

だ
。
最
近
、
哲
平
の
態
度
が
、
遠
く
感
じ
て
い
た
の
は
、
嘘
で
な
か
っ
た
。
哲

平
は
、
明
日
か
ら
、
友
達
と
旅
行
に
行
く
為
、
仮
眠
中
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
一

葉
か
ら
の
別
れ
の
メ
ー
ル
に
気
づ
き
す
ぐ
、
返
信
し
た
の
だ
。
内
容
は
、
一
葉

を
引
き
止
め
る
内
容
で
は
、
な
っ
か
っ
た
。
別
れ
を
覚
悟
し
て
い
た
の
だ
。
以

前
、
哲
平
と
話
し
た
事
が
あ
る
。

「
哲
平
に
彼
女
が
出
来
た
ら
、
教
え
て
ね
。
あ
た
し
す
ぐ
は
な
れ
る
か
ら
」

哲
平
は
、
悲
し
そ
う
に
、
う
つ
む
い
て
い
た
。

「
そ
ん
な
・
・
・
。
」

彼
女
は
、
で
き
て
な
い
け
ど
・
・
・
。
こ
れ
以
上
、
自
分
の
気
持
ち
が
、
狂
っ

て
し
ま
う
。
そ
う
、
別
れ
を
き
め
た
の
は
、
哲
平
で
は
な
く
、
一
葉
本
人
だ
っ

た
。
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「
ど
う
せ
、
俺
の
事
な
ん
か
、
捨
て
る
ん
で
し
ょ
う
」

哲
平
の
口
癖
だ
っ
た
。

「
俺
の
事
な
ん
か
、
忘
れ
る
ん
で
し
ょ
う
」

違
う
。
一
葉
は
、
思
っ
た
。
こ
れ
以
上
、
一
緒
に
い
た
ら
、
２
人
は
、
ダ
メ
に

な
る
。
哲
平
も
、
メ
ー
ル
で
そ
う
い
っ
て
、
い
る
で
は
、
な
い
か
。

・
・
・
こ
れ
以
上
、
一
緒
に
い
た
ら
、
本
当
に
ダ
メ
に
な
る
・
・
・

お
互
い
を
真
剣
に
考
え
た
ら
、
そ
う
な
る
の
で
は
、
な
い
か
。
自
分
で
、
別
れ

を
切
り
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
一
葉
は
、
お
か
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
哲
平
が
、

恋
し
く
て
仕
方
が
無
い
。
ど
う
し
た
ら
、
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
メ
ー
ル
の
来

な
い
携
帯
を
、
何
度
も
、
開
き
、
来
て
な
い
画
面
を
、
み
つ
め
て
い
た
。

・
・
・
哲
平
に
あ
い
た
い
・
・
・

も
う
、
お
か
し
く
な
る
。

　
旅
行
か
ら
、
帰
っ
た
哲
平
は
、
一
葉
を
見
て
、
呆
然
と
し
た
。
人
目
を
気
に

せ
ず
、
一
葉
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

「
一
葉
さ
ん
・
・
。
そ
の
髪
は
・
・
・
」

失
恋
し
た
ら
、
髪
を
切
る
と
あ
る
が
、
ま
さ
か
、
少
女
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
・
・
・

。「
変
で
す
か
？
」

一
葉
の
、
背
中
ま
で
あ
っ
た
髪
は
、
あ
ご
の
ラ
イ
ン
で
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い

た
。

一
葉
か
ら
、
言
い
出
し
た
別
れ
で
は
、
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
、
一
葉
は
、
寂

し
い
と
メ
ー
ル
を
お
く
り
、
哲
平
に
逢
い
た
い
と
も
告
げ
た
。
せ
っ
か
く
別
れ

る
事
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
、
一
葉
は
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
つ
つ
あ
っ

た
。

「
あ
の
・
・
」

哲
平
は
、

・
・
・
い
わ
な
き
ゃ
・
・
・

と
、
思
っ
た
。
不
思
議
な
事
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
葉
と
哲
平
が
別
れ
を
決

め
た
そ
の
頃
、
哲
平
は
、
人
事
異
動
で
別
の
場
所
に
、
移
動
す
る
事
に
な
っ
た
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の
で
あ
る
。
哲
平
は
、
ほ
か
の
人
に
は
、
言
え
た
。
・
・
た
だ
一
葉
に
だ
け
は
、

言
え
な
か
っ
た
。
他
の
人
に
、
挨
拶
し
た
。
そ
の
一
番
最
後
に
、

「
一
葉
さ
ん
も
、
お
元
気
で
」

ペ
コ
リ
と
哲
平
は
、
頭
を
下
げ
た
。

・
・
・
こ
れ
で
い
い
。
顔
を
見
な
け
れ
ば
、
一
葉
も
、
楽
だ
ろ
う
。
・
・

哲
平
も
、
一
葉
と
の
別
れ
を
決
め
か
ね
て
い
た
。
だ
か
ら
、
時
折
、
メ
ー
ル
し

て
し
ま
う
。
陰
か
ら
、
一
葉
を
、
応
援
し
た
い
。
素
直
に
、
一
葉
に
、
自
分
の

気
持
ち
を
、
伝
え
、
一
葉
と
は
、
逢
わ
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
、
傷
つ
か
な
い

よ
う
、
そ
ー
っ
と
、
接
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
も
、
哲
平
も
、
一
葉
に
、

未
練
が
あ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
一
葉
の
、
職
場
の
心
配
を
し
、
メ
ー
ル
を
つ
づ

け
た
。

「
も
う
、
逢
う
事
は
、
な
い
よ
ね
」

一
葉
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
自
分
達
の
関
係
に
、
電
話
で
聞
い
た
。

「
ま
っ
て
、
俺
は
、
優
柔
不
断
だ
か
ら
・
・
・
」

迷
う
哲
平
を
、
一
葉
は
、
け
し
か
け
た
。

「
は
っ
き
り
、
き
め
て
！
」

こ
の
関
係
を
、
き
っ
て
ほ
し
い
。

「
も
う
！
あ
わ
な
い
！
じ
ゃ
あ
ね
！
」

無
理
や
り
言
わ
せ
て
、
電
話
は
、
切
れ
た
。
い
つ
も
、
一
葉
が
、
強
引
な
ん
だ

と
思
う
。
本
当
は
、
哲
平
に
一
緒
に
い
て
と
言
っ
て
ほ
し
い
。
で
も
、
そ
れ
は
・

・
・
。

一
人
で
、
結
論
を
だ
し
、
ま
た
、
苦
し
む
。
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

「
も
う
、
私
の
も
の
は
、
全
て
す
て
て
」

用
意
さ
れ
た
台
本
を
読
む
よ
う
に
、
一
葉
は
、
彼
に
つ
げ
た
。
も
う
、
戻
ら
な

い
。
す
べ
て
、
覚
悟
し
た
。

・
・
・
メ
ー
ル
も
し
な
い
。
彼
を
忘
れ
よ
う
・
・
・
・
。

彼
は
、
昔
、
好
き
だ
っ
た
人
に
良
く
似
て
い
た
。
そ
う
、
彼
の
代
わ
り
と
し
て
、

愛
し
た
の
だ
と
、
そ
う
思
う
事
で
終
わ
り
に
す
る
事
に
し
た
。
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揺
れ
る
哲
平

愛
し
い
人
と
別
れ
た
ら
、
人
は
、
ど
う
毎
日
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
。
逃
げ
る
事

が
で
き
れ
ば
い
い
。
子
供
の
い
る
一
葉
に
は
、
そ
れ
は
、
で
き
な
い
。
い
や
で

も
、
現
実
が
待
っ
て
い
る
。
毎
日
、
部
署
移
動
と
い
っ
て
も
、
隣
の
建
物
に
い

る
哲
平
と
顔
を
、
あ
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
１
日
を
お
く
り
、
夜
が
く
る
の
を
待

つ
。
と
に
か
く
、
時
間
が
経
つ
の
を
、
ひ
た
す
ら
、
ま
っ
た
。
時
間
が
、
哲
平

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ど
ん
な
慰
め
の
言
葉
よ
り
、
時
間
こ
そ
、
解
決
す
る

い
い
薬
だ
っ
た
。
何
よ
り
、
つ
ら
い
の
は
、
今
ま
で
、
頻
繁
に
届
い
て
い
た
、

メ
ー
ル
だ
っ
た
。
何
を
し
て
て
も
、
メ
ー
ル
は
、
届
き
、
返
信
も
す
ぐ
き
た
。

た
ま
り
か
ね
た
一
葉
が
、
メ
ー
ル
し
て
も
、
返
信
は
、
な
か
っ
た
。
哲
平
の
事

を
、
忘
れ
か
け
た
１
ヶ
月
ほ
ど
し
て
・
・
・
・
。
忘
れ
て
い
た
携
帯
が
な
っ
た
。

哲
平
か
ら
だ
っ
た
。

「
あ
の
・
・
・
」

哲
平
は
、
お
ず
お
ず
と
話
し
か
け
た
。

「
お
弁
当
箱
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
こ
う
し
て
み
た
ら
、
か
な
り
た
ま
っ
て
い

て
」

あ
ぁ
、
一
葉
は
、
よ
く
、
１
人
暮
ら
し
の
哲
平
に
、
お
弁
当
を
作
り
、
届
け
て

い
た
の
だ
。

「
捨
て
て
も
、
よ
か
っ
た
の
に
」

「
で
も
、
わ
る
い
か
ら
・
・
・
。
あ
え
な
い
？
」

一
瞬
迷
っ
た
。

・
・
・
自
分
か
ら
、
別
れ
を
言
い
出
し
た
く
せ
に
、
あ
い
た
っ
が
た
一
葉
を
、

あ
ん
な
に
哲
平
は
、
拒
否
し
た
の
に
、
今
頃
あ
い
た
い
な
ん
て
・
・
・
。

「
自
分
勝
手
な
の
は
、
わ
か
っ
て
る
。
で
も
・
・
・
」

空
の
お
弁
当
箱
な
ん
て
、
捨
て
て
も
ら
っ
て
も
、
か
ま
わ
な
い
。
で
も
、
何
か
、

言
い
足
り
な
い
事
で
も
あ
る
の
か
・
・
。

「
ち
ょ
っ
と
、
メ
ー
ル
の
事
で
聞
き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
」

一
葉
は
、
逢
い
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
哲
平
と
あ
う
約
束
を
し
た
。
哲
平
の
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マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
危
険
だ
か
ら
、
車
で
い
つ
も
の
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
待
ち
合
わ
せ
を
し
、
最
近
、
新
し
く
し
た
車
で
む
か
っ
た
。

「
本
屋
で
待
っ
て
い
る
か
ら
」

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、
哲
平
は
、
い
つ
も
と
同
じ
様
子
で
、
車

に
乗
り
込
ん
で
き
た
。

「
公
園
に
む
か
っ
て
」

哲
平
は
、
行
き
先
を
指
示
す
る
と
、
助
手
席
で
、
寛
ぎ
は
じ
め
た
。

・
・
・
お
弁
当
箱
な
ん
て
、
ど
う
で
も
良
か
っ
た
の
に
・
・
・
。

せ
っ
か
く
、
静
か
な
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
青
年
は
、
一
葉
の

気
持
ち
を
ど
う
し
て
、

か
き
み
だ
す
の
か
？

「
あ
の
さ
、
話
っ
て
い
う
に
は
、
メ
ー
ル
の
事
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

哲
平
が
、
気
に
し
た
の
は
、
メ
ー
ル
の
中
に
あ
っ
た
、
一
葉
の
前
の
彼
の
事
だ

っ
た
。
哲
平
を
気
に
し
た
キ
ッ
カ
ケ
が
、
前
彼
に
、
似
て
い
た
か
ら
と
い
う
の

を
、
確
認
し
た
か
っ
た
の
だ
。

「
あ
ぁ
、
あ
れ
ね
」

そ
ん
な
こ
と
を
気
に
す
る
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
葉
は
、
面
食

ら
っ
た
。

「
ま
、
そ
ん
な
事
は
、
い
い
ん
だ
け
ど
・
・
。
」

ど
う
し
て
、
今
更
、
あ
い
に
な
ん
て
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う
。
話
な
ん
て
、
電
話

で
す
む
こ
と
だ
し
、
お
弁
当
箱
だ
っ
て
、
す
て
れ
ば
済
む
事
な
の
に
。
そ
の
く

ら
い
、
冷
た
い
思
い
き
っ
た
事
が
で
き
る
性
格
の
は
ず
。

「
ね
、
お
願
い
が
あ
る
の
」

一
葉
だ
っ
て
、
ず
ー
っ
と
逢
い
た
か
っ
た
の
だ
。

「
ハ
グ
し
て
ほ
し
い
」

と
、
哲
平
に
い
っ
た
。

「
え
っ
、
」

哲
平
は
、
あ
わ
て
て
、
お
茶
を
口
に
し
た
。

「
今
、
急
に
い
わ
れ
て
も
」
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で
も
、
少
し
だ
け
な
ら
・
・
・
。
と
、
哲
平
は
、
一
葉
を
抱
き
寄
せ
た
。
ハ
グ

す
る
だ
け
の
は
ず
。
一
葉
は
、
哲
平
の
顔
を
み
た
。
哲
平
も
拒
否
は
、
し
な
か

っ
た
。
一
ヶ
月
前
、
あ
ん
な
に
、
あ
い
た
っ
か
っ
た
の
に
。
一
葉
の
意
思
は
、

関
係
な
く
、
哲
平
は
、
そ
の
子
供
ぽ
っ
さ
で
、
一
葉
を
求
め
る
。
最
初
、
一
葉

が
、
求
め
た
ハ
グ
だ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
哲
平
は
、
激
し
く
、
一
葉
の
唇
を
求

め
た
。

・
・
・
こ
れ
で
、
最
後
だ
・
・
・
。

一
葉
は
、
そ
う
思
い
、
哲
平
を
抱
き
し
め
た
。

「
ど
う
し
て
１
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
・
・
」

哲
平
は
、
一
葉
を
抱
き
し
め
な
が
ら
、
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

・
・
・
も
う
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た
。
・
・
・

帰
宅
す
る
と
、
い
ま
ま
で
、
一
葉
は
、
い
つ
も
、
哲
平
に
、
到
着
メ
ー
ル
を
送

っ
て
い
た
。
だ
が
、
も
う
、
終
わ
っ
た
恋
な
の
だ
か
ら
、
メ
ー
ル
を
送
る
必
要

も
な
い
。
そ
う
、
思
っ
て
い
る
と
、
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
も
う
、
こ
れ
が
最
後
の
キ
ス
な
の
？
」

哲
平
か
ら
だ
っ
た
。
一
葉
と
の
別
れ
は
、
覚
悟
し
た
訳
で
は
、
な
か
っ
た
の
か

？
一
葉
は
、
迷
っ
た
。
迷
っ
た
が
、
哲
平
へ
の
気
持
ち
が
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
哲
平
次
第
」

「
ず
る
い
」

「
逢
い
た
い
・
・
・
」

「
前
よ
り
、
逢
え
な
く
な
る
け
ど
、
そ
れ
で
も
い
い
？
」

と
、
哲
平
。

「
そ
れ
で
も
い
い
。
そ
ば
に
い
て
」

一
葉
は
、
ま
た
、
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
戻
ら
な
け
れ
ば
、
綺
麗
に

別
れ
る
事
が
で
き
た
の
に
・
・
・
。

２
人
は
、
ま
た
、
も
ど
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
つ
ぎ
に
逢
う
約
束
を
し
て
し
ま

う
の
で
あ
っ
た
。
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別
れ
た
く
な
い
・
・
・
。

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
咲
き
具
合
、
聞
い
と
く
」

哲
平
か
ら
の
、
メ
ー
ル
は
、
一
緒
に
、
ハ
ー
ブ
園
に
行
こ
う
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。
だ
い
た
い
時
間
で
、
１
時
間
ぐ
ら
い
ド
ラ
イ
ブ
し
て
、
近
く
の
お
菓
子
屋

さ
ん
で
、
一
葉
の
好
き
な
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
、
湖
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
食

事
を
す
る
計
画
。
い
つ
も
、
で
か
け
る
時
、
２
人
で
計
画
を
す
る
の
だ
が
、
２

人
で
い
る
時
以
外
、
哲
平
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
一
葉
に
は
、
わ
か
ら
な
っ

か
た
。
前
の
彼
女
が
、
と
に
か
く
焼
き
も
ち
や
き
だ
と
は
、
聞
い
て
い
た
が
、

聞
か
な
い
限
り
、
自
分
か
ら
は
、
教
え
て
く
れ
な
っ
か
っ
た
。

　
時
間
は
、
い
つ
も
よ
り
、
遅
め
に
で
て
、
ハ
ー
ブ
園
に
向
か
う
が
、
哲
平
は
、

以
前
に
も
ま
し
て
、
人
目
を
気
に
し
て
い
た
。

・
・
・
・
冷
静
に
考
え
、
別
れ
を
決
め
た
・
・
・

前
回
の
、
哲
平
の
言
葉
で
あ
る
。
子
供
に
も
、
良
く
な
い
と
い
い
、
一
葉
や
自

分
の
将
来
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
な
ら
、
何
故
、
ま
た
、

逢
っ
て
し
ま
う
の
か
。

車
を
運
転
中
は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
ハ
ー
ブ
園
で
は
、
一
葉
か
ら
、
少
し

離
れ
て
歩
い
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
、
確
認
し

て
か
ら
、
入
店
し
た
。
肝
心
の
一
葉
は
、
ど
う
ど
う
と
し
た
も
の
で
、
見
つ
か

っ
た
時
で
も
、
普
通
に
し
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
そ
の
割
に
は
、
哲
平
は
、

一
葉
に
、
次
の
予
定
を
聞
き
、
た
ま
た
ま
一
葉
の
不
都
合
な
日
で
も
、
強
引
だ

っ
た
。

「
そ
の
日
は
、
ど
う
し
て
も
、
だ
め
な
の
？
」

哲
平
は
、
聞
い
た
。
実
は
、
一
葉
の
娘
の
参
観
日
な
の
だ
。
隠
し
て
も
、
仕
方

が
な
い
し
、
こ
こ
で
、
哲
平
を
優
先
す
る
訳
に
は
、
い
か
な
い
。
哲
平
は
、
離

れ
て
い
く
人
な
の
だ
。

「
ご
め
ん
。
娘
の
参
観
日
な
の
」

「
そ
う
か
・
・
・
。
い
い
ん
だ
。
俺
は
、
子
供
の
次
で
」
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・
・
・
ご
め
ん
。
・
・
・

一
葉
は
、
自
分
が
、
１
人
で
な
い
事
を
謝
っ
た
。
こ
ん
な
恋
の
相
手
に
、
し
て

し
ま
っ
た
彼
に
謝
っ
た
。

・
・
・
彼
に
何
で
も
、
出
来
る
事
は
、
し
て
あ
げ
た
い
の
に
・
・
・
。

こ
の
年
齢
で
は
、
彼
と
一
緒
に
歩
い
て
い
く
事
は
、
や
は
り
出
来
な
い
。
一
葉

の
、
中
で
は
、
い
つ
も
、
自
分
の
年
齢
や
立
場
を
苦
し
む
気
持
ち
が
渦
巻
い
て

い
た
。
若
い
女
の
子
を
見
れ
ば
、

・
・
・
哲
平
の
彼
女
は
、
こ
ん
な
若
い
子
が
合
う
の
に
・
・
・

と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
っ
て
し
ま
う
。
若
さ
へ
の
嫉
妬
め
い
た
気
持
ち
が
、
一
葉

を
い
ら
つ
か
せ
、
こ
ん
な
思
い
を
さ
せ
る
哲
平
を
恨
め
し
く
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
一
葉
の
気
持
ち
が
、
つ
い
に
爆
発
し
た
。
キ
ッ
カ
ケ
は
、
あ
の
栞
だ
っ

た
。

「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
の
？
」

一
葉
は
、
携
帯
で
か
ら
ん
だ
。
哲
平
に
勤
務
状
態
を
、
一
葉
よ
り
、
栞
が
知
っ

て
お
り
同
僚
達
に
話
し
て
い
る
の
だ
。
一
葉
は
、
自
分
が
、
焼
き
も
ち
を
や
く

資
格
は
、
十
分
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。

「
ど
う
し
て
、
起
こ
る
の
？
朝
月
と
は
、
た
ま
に
メ
ー
ル
す
る
だ
け
で
し
ょ
？
」

「
だ
っ
て
、
嫌
な
の
。
止
め
て
、
ほ
し
い
の
」

一
葉
は
、
自
分
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。
・
・
・
が

「
考
え
て
お
く
」

言
葉
を
の
ん
だ
。
彼
は
、
そ
ん
な
に
、
一
葉
の
気
持
ち
を
考
え
て
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

「
俺
が
、
何
を
し
よ
う
と
自
由
じ
ゃ
な
い
の
！
」

哲
平
は
、
激
昂
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て

「
だ
っ
て
、
俺
達
、
永
遠
じ
ゃ
な
い
よ
ね
！
」

「
・
・
・
・
。
」

一
葉
は
、
絶
句
し
た
。
確
か
に
、
永
遠
じ
ゃ
な
い
。
彼
は
、
永
遠
で
あ
れ
ば
、

そ
ん
な
事
は
、
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
つ
も
、
哲
平
の
、
真
っ
直
ぐ
で
、
隠

し
切
れ
な
い
感
情
は
、
一
葉
を
傷
つ
け
る
。

「
あ
な
た
は
、
不
安
で
し
か
な
い
・
・
・
」
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哲
平
の
、
素
直
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
哲
平
は
、
真
剣
に
一
葉
を
考
え
て
の
結
論

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
応
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
一
葉
は
、
携
帯
を
き
っ
た
。
そ

し
て
、
哲
平
か
ら
、
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
一
緒
に
は
、
い
ら
れ
な
い
。
も
う
、
終
わ
り
に
し
よ
う
。
今
後
、

逢
う
の
も
、
連
絡
を
と
る
の
も
、
終
わ
り
に
し
よ
う
」

き
っ
と
、
哲
平
は
、
廊
下
で
あ
う
の
を
、
さ
け
る
だ
ろ
う
し
、
自
分
も
顔
を
見

れ
な
く
な
る
。

「
何
も
、
返
す
の
は
、
な
い
よ
ね
？
」

哲
平
か
ら
、
こ
の
間
の
お
弁
当
箱
は
、
な
い
よ
ね
と
の
確
認
だ
っ
た
。

「
最
後
に
、
一
葉
の
事
は
、
わ
す
れ
な
い
」

別
れ
を
メ
ー
ル
だ
け
で
は
、
す
ま
せ
た
く
な
い
。
一
葉
は
、
携
帯
を
か
け
た
。

そ
し
て
、
キ
チ
ン
と
、
別
れ
た
い
と
、
哲
平
に
話
し
た
。

「
わ
か
っ
た
。
時
間
は
、
一
葉
に
ま
か
せ
る
」

一
葉
は
、
別
れ
る
為
に
、
哲
平
に
食
事
を
作
り
に
行
く
事
に
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー

は
、
哲
平
の
好
き
な
エ
ビ
ち
り
、
バ
ラ
と
ケ
ー
キ
を
買
い
、
哲
平
と
い
つ
も
の

と
お
り
、
ふ
ざ
け
な
が
ら
、
食
事
の
用
意
を
し
た
。

「
俺
は
、
一
葉
と
の
、
時
間
は
、
ム
ダ
だ
っ
た
と
思
っ
て
な
い
よ
」

・
・
・
本
当
に
最
後
な
ん
だ
・
・
・
。

一
葉
は
、
少
し
涙
ぐ
ん
だ
。
で
も
、
こ
れ
で
、
も
う
苦
し
む
事
は
な
い
。

「
逢
え
な
い
の
も
、
つ
ら
っ
た
け
ど
、
逢
っ
て
る
の
も
、
つ
ら
か
っ
た
」

一
葉
は
、
哲
平
の
手
を
と
っ
た
。
こ
れ
で
、
最
後
だ
か
ら
、
帰
り
は
、
１
人
で

帰
ろ
う
。
見
送
っ
て
、
ほ
し
く
は
な
い
。
最
後
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
い
つ
も

の
と
お
り
、
哲
平
の
隣
に
、
横
に
な
っ
た
。

「
ね
え
、
一
葉
を
、
感
じ
て
い
い
？
嫌
な
ら
い
い
け
ど
」

哲
平
は
、
一
葉
を
抱
き
寄
せ
た
。
こ
れ
で
、
終
わ
り
な
ん
だ
。
一
葉
は
、
身
を

ま
か
せ
た
。

「
一
葉
・
・
・
」

う
つ
ぶ
せ
に
、
な
っ
た
ま
ま
哲
平
は
、
聞
い
た
。
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「
８
月
１
４
日
の
山
形
の
花
火
大
会
、
一
葉
は
、
調
べ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね
？
」

哲
平
は
、
前
か
ら
、
一
葉
と
、
一
緒
に
行
く
予
定
だ
っ
た
花
火
大
会
を
き
い
た
。

本
当
だ
っ
た
ら
、
泊
ま
り
で
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
お
盆
だ
っ
た
事
も
あ
り
、

１
泊
は
、
無
理
と
い
う
事
で
あ
き
ら
め
て
い
た
花
火
大
会
で
あ
る
。
そ
の
代
わ

り
に
、
ま
た
軽
井
沢
に
行
こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
た
。

「
で
も
、
も
う
行
け
な
い
ね
。
だ
っ
て
、
別
れ
る
ん
だ
か
ら
」

一
葉
は
、
応
え
た
。

「
誰
と
い
く
の
？
」

時
々
、
哲
平
は
、
意
地
悪
を
い
う
。
一
葉
が
、
浴
衣
を
買
っ
た
時
も
、
一
葉
の

地
元
の
お
祭
り
に
一
緒
に
行
こ
う
と
い
う
の
だ
。

「
花
火
大
会
。
向
こ
う
で
待
ち
合
わ
せ
し
よ
う
か
？
」

今
、
別
れ
話
の
話
の
最
中
で
は
、
な
い
の
か
？
哲
平
は
、
急
に
、

「
延
長
し
て
。
ま
だ
、
一
緒
に
い
た
い
ん
だ
。
別
れ
な
い
。
」

い
い
だ
し
た
。
延
長
と
は
、
別
れ
を
延
長
と
い
う
事
な
の
か
。

「
だ
っ
て
、
浴
衣
を
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？
ビ
キ
ニ
だ
っ
て
、
買
っ
た
ん
だ
よ

ね
？
」

哲
平
と
海
に
行
く
つ
も
り
で
、
ビ
キ
ニ
は
、
買
っ
て
い
た
。
海
沿
い
の
宿
に
、

海
水
浴
を
し
て
、
花
火
大
会
に
行
く
。
そ
の
つ
も
り
で
い
た
か
ら
。

「
一
緒
に
い
た
い
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
」

・
・
・
哲
平
と
、
一
緒
に
い
た
い
。
少
し
で
も
。
・
・
・

も
う
少
し
、
一
緒
に
居
た
か
っ
た
。
２
人
の
口
癖
で
あ
る
。
も
う
少
し
だ
け
・
・

・
・
。
そ
の
分
、
別
れ
も
辛
く
な
る
の
に
。
一
葉
も
哲
平
も
、
も
う
少
し
だ
け
、

一
緒
に
い
る
事
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
。
別
れ
は
、
綺
麗
な
内
に
、
終
わ
っ
て
お

け
ば
良
か
っ
た
の
に
。
傷
は
、
ど
ん
ど
ん
深
く
な
る
・
・
・
。
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こ
の
花
火
を
忘
れ
な
い
。

８
月
１
４
日
山
形
の
花
火
大
会
。

一
葉
と
哲
平
は
、
本
屋
の
駐
車
場
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
。
浴
衣
を
持
参
し
、

ど
こ
か
で
着
替
え
て
か
ら
向
か
う
予
定
。

　
朝
、
駐
車
場
に
現
れ
た
哲
平
は
、
や
っ
ぱ
り
、
不
機
嫌
だ
っ
た
。
別
な
所
に

車
を
停
め
た
、
一
葉
を
、
面
倒
臭
そ
う
に
誘
導
し
、
助
手
席
に
一
葉
を
乗
せ
る

と
、
車
を
走
ら
せ
た
。

「
俺
、
朝
飯
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
し
か
、
食
べ
て
な
い
の
」

よ
う
や
く
、
県
外
を
出
る
と
、
哲
平
は
、
話
し
出
し
た
。

「
だ
と
、
思
っ
て
。
」

一
葉
は
、
哲
平
の
好
き
な
パ
ン
を
差
し
出
し
た
。

「
お
ぉ
！
気
が
き
く
！
」

い
つ
も
の
哲
平
だ
っ
た
。
哲
平
の
好
き
な
メ
ロ
ン
パ
ン
。
食
い
し
ん
坊
で
、
よ

く
食
べ
る
。
試
食
は
、
よ
く
し
、
一
葉
は
、
そ
れ
を
、
恥
ず
か
し
が
っ
た
。
そ

う
い
や
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
蓋
や
、
ア
イ
ス
の
蓋
も
、
よ
く
舐
め
て
い
た
っ
け
。

哲
平
は
、
ご
機
嫌
で
、
ド
ラ
マ
の
話
や
自
分
の
理
想
と
す
る
女
性
の
話
を
し
た
。

勿
論
、
仕
事
の
話
は
、
し
な
か
っ
た
。

「
俺
は
、
や
っ
ぱ
、
あ
あ
い
う
子
が
い
い
な
」

ド
ラ
マ
の
女
性
を
さ
し
て
い
う
。
そ
れ
に
、
自
分
は
、
入
っ
て
な
い
の
だ
。
時

々
、
哲
平
は
、
意
地
悪
を
言
う
。

途
中
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
一
葉
は
、
哲
平
に
、
ワ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。

「
い
い
の
？
」

哲
平
は
、
あ
ま
り
お
酒
は
、
飲
ま
な
い
が
、
こ
の
ワ
イ
ン
は
、
好
き
な
よ
う
だ
。

「
運
転
し
て
く
れ
た
、
お
礼
」

一
葉
は
、
そ
れ
を
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
と
ば
か
り
、
席
を
外
し
た
。
ト

イ
レ
に
行
っ
て
か
ら
、
哲
平
は
、
何
処
か
と
、
見
渡
し
て
み
る
と
、
休
憩
所
の

ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
い
た
。
声
を
か
け
よ
う
か
と
後
ろ
か
ら
近
ず
く
と
、
哲
平
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は
、
メ
ー
ル
を
見
て
い
る
処
だ
っ
た
。

「
哲
平
？
」

声
は
、
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
メ
ー
ル
を
見
て
い
る
哲
平
の
顔
が
、
切
な
い
表

情
だ
っ
た
の
だ
。
遠
目
に
、
何
ら
か
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
も
見
え
る
。
女
性
か
ら

で
あ
る
事
は
、
間
違
い
な
っ
か
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
、
今
か
ら
、
思
う
と
、

元
彼
女
か
ら
の
、
メ
ー
ル
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・
。

「
あ
な
た
の
痕
跡
が
強
く
て
・
・
・
・
」

車
を
走
ら
せ
た
哲
平
が
、
つ
ぶ
や
い
た
。

「
痕
跡
っ
て
？
」

一
葉
が
、
聞
く
と
・
・
・
。

「
い
や
・
・
・
」

哲
平
は
、
黙
り
込
ん
だ
。
山
形
市
内
に
着
く
と
、
２
人
は
、
買
い
物
し
な
が
ら
、

時
間
を
つ
ぶ
し
、
食
事
を
し
た
。
駄
菓
子
屋
に
も
行
っ
て
、
ふ
ざ
け
な
が
ら
時

間
を
つ
ぶ
し
た
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
バ
ス
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
！
」

２
人
と
も
、
買
い
物
に
夢
中
で
、
花
火
の
バ
ス
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
く
な
る

の
に
、
気
が
つ
か
な
っ
か
た
。
あ
わ
て
て
、
一
葉
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
乳
児
室
で
浴
衣
に
着
替
え
、
哲
平
は
、
駐
車
場
で
着
替
え
た
。

「
へ
ー
。
似
合
う
じ
ゃ
ん
」

哲
平
は
、
一
葉
の
浴
衣
姿
を
見
て
、
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
一
葉
も
、
嬉
し
か
っ

た
。
ち
ょ
っ
と
、
暑
い
日
だ
っ
た
が
、
哲
平
に
喜
ん
で
も
ら
う
と
、
我
慢
し
て
、

着
た
か
い
が
、
あ
っ
た
。

「
・
・
・
・
で
ね
。
俺
達
、
今
、
向
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
」

哲
平
は
、
友
達
に
場
所
確
認
の
携
帯
を
か
け
て
い
た
。
も
う
、
時
間
は
、
せ
ま

っ
て
い
る
。
バ
ス
乗
り
場
ま
で
、
急
い
だ
が
、
最
終
バ
ス
に
は
、
間
に
合
わ
ず
、

コ
ン
ビ
ニ
で
聞
い
た
公
園
に
、
車
を
、
と
め
て
、
１
時
間
ば
か
り
歩
く
事
に
な

っ
た
。

「
え
ー
！
歩
く
の
ー
？
」

一
葉
は
、
歩
き
ず
ら
そ
う
に
、
哲
平
に
文
句
を
い
っ
た
。

「
ま
あ
、
ま
あ
」
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な
だ
め
す
か
し
、
哲
平
は
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
し
た
。
こ
の
夏
、
哲
平
は
、

運
悪
く
、
虫
に
刺
さ
れ
て
、
悪
化
し
、
腫
れ
が
な
か
な
か
、
ひ
か
な
っ
か
た
。

そ
の
為
、
念
入
り
に
虫
除
け
す
る
の
だ
。

「
で
も
、
歩
く
の
、
暗
く
て
、
怖
い
よ
」

花
火
大
会
の
会
場
で
見
た
い
と
い
う
哲
平
に
従
っ
て
、
会
場
ま
で
、
歩
く
の
だ

が
、
道
中
は
、
暗
闇
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
気
味
が
悪
い
の
で
、
一
葉
は
、

哲
平
に
く
っ
つ
い
た
。
１
時
間
歩
く
の
は
、
浴
衣
の
一
葉
に
は
、
大
変
な
事
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
哲
平
と
じ
ゃ
れ
あ
い
な
が
ら
、
歩
く
と
そ
ん
な
に
、
苦
に

な
ら
な
っ
か
た
。
８
月
だ
と
い
う
の
に
、
山
形
の
夜
風
は
、
冷
た
か
っ
た
。
２

人
は
、
シ
ー
ト
を
ひ
く
と
、
並
ん
で
、
夜
空
に
向
か
っ
た
。
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
が
、
綺
麗
だ
っ
た
。

・
・
・
来
年
、
哲
平
は
、
別
の
人
と
花
火
を
見
る
ん
だ
ろ
う
。
自
分
も
お
そ
ら

く
・
・
・
。

２
度
と
な
い
時
間
を
２
人
で
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
花
火
を
、
見
た
だ
け
で
も
、

幸
せ
と
感
じ
よ
う
。
一
葉
は
、
思
っ
た
。
５
月
の
最
初
の
別
れ
が
な
か
っ
た
ら
、

２
人
は
、
大
曲
の
花
火
大
会
に
行
っ
て
、
い
た
だ
ろ
う
。
２
人
で
、
ど
こ
に
で

も
、
行
き
、
も
う
、
引
き
返
せ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
葉
の
、
家
庭
は
崩
壊
し
、
職
場
は
、
お
わ
れ
、
将
来
の
あ
る
哲
平
は
、
傷
つ

け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
り
に
、
気
づ

か
れ
な
い
う
ち
に
・
・
・
。
２
度
と
な
い
時
間
は
、
花
火
の
よ
う
だ
っ
た
。
２

度
と
同
じ
形
に
は
、
な
ら
な
い
。
哲
平
の
隣
に
い
ら
れ
る
の
も
、
あ
と
、
僅
か

だ
ろ
う
。
そ
う
お
も
う
と
、
切
な
い
花
火
。
山
形
の
花
火
。
こ
の
浴
衣
も
哲
平

に
見
せ
た
く
て
、
思
い
切
っ
て
、
買
っ
た
物
だ
。
あ
と
、
い
つ
着
る
か
は
、
わ

か
ら
な
い
。
花
火
は
、
２
時
間
程
で
、
終
わ
り
。
２
人
は
、
帰
ら
な
く
て
は
、

な
ら
な
く
な
っ
た
。
明
日
、
哲
平
も
一
葉
も
仕
事
で
あ
る
。

「
こ
の
ま
ま
、
朝
ま
で
居
ち
ゃ
お
う
か
？
」

「
う
ん
。
そ
う
す
る
」

ふ
ざ
け
て
、
哲
平
は
言
っ
た
。

「
ま
た
、
旅
行
行
き
た
い
。

「
軽
井
沢
！
」
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「
え
ー
っ
。
こ
の
間
、
行
っ
た
じ
ゃ
ん
」

「
行
き
た
い
の
」

ま
た
、
旅
行
の
話
を
し
た
。
も
う
少
し
、
ゆ
っ
く
り
、
し
た
い
。
が
、
そ
う
い

う
訳
に
も
、
い
く
ま
い
。
２
人
は
、
大
人
し
く
、
帰
る
事
に
し
た
。
高
速
を
つ

か
っ
て
も
、
帰
宅
は
、
深
夜
に
な
っ
た
。

「
１
６
日
は
、
空
い
て
る
？
」

哲
平
は
、
帰
宅
す
る
と
、
す
ぐ
、
聞
い
た
。
海
に
泳
ぎ
に
行
こ
う
と
い
う
の
だ
。

「
俺
さ
、
す
ぐ
仕
事
終
え
て
来
る
か
ら
」

午
前
中
で
、
仕
事
を
終
え
、
海
に
泳
ぎ
に
行
き
、
そ
の
後
、
本
宮
の
花
火
大
会

に
行
こ
う
と
い
う
の
だ
。
彼
と
一
緒
に
、
居
る
と
本
当
に
、
忙
し
い
。

「
い
い
よ
。
お
昼
は
、
何
か
考
え
る
」

「
う
ん
。
期
待
し
て
る
」

哲
平
に
ま
た
、
逢
え
る
。
一
葉
は
、
嬉
し
か
っ
た
。
帰
宅
し
て
か
ら
も
、
哲
平

か
ら
、
メ
ー
ル
が
届
い
て
た
。

・
・
・
一
緒
に
居
ら
れ
る
だ
け
で
、
大
満
足
だ
な
・
・
・

一
葉
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
。
こ
の
、
メ
ー
ル
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
、
哲
平

の
愛
を
信
じ
、
し
ば
ら
く
、
傷
つ
く
事
に
な
る
の
だ
が
・
・
・
。

海
に
行
く
日
、
一
葉
は
、
待
ち
合
わ
せ
時
間
よ
り
、
少
し
早
め
に
着
い
て
し
ま

っ
た
が
、
思
い
の
他
、
は
や
っ
か
っ
た
の
は
、
哲
平
だ
っ
た
。
仕
事
を
丁
度
に

終
え
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
来
た
の
だ
ろ
う
。
想
像
が
つ
く
。

「
お
ま
た
せ
」

哲
平
は
、
無
邪
気
な
笑
顔
で
、
乗
り
込
ん
で
き
た
。
荷
物
の
入
れ
替
え
が
、
面

倒
く
さ
い
と
い
う
事
で
、
一
葉
の
車
で
、
海
に
向
か
う
事
に
な
っ
た
。
２
度
目

の
一
葉
の
運
転
で
あ
る
。

「
え
ー
！
緊
張
す
る
よ
」

運
転
す
る
一
葉
を
横
目
に
、
哲
平
は
、
い
い
気
な
も
の
で
あ
る
。
助
手
席
で
寛

ぎ
、
運
転
す
る
一
葉
に
、
イ
タ
ズ
ラ
し
て
い
た
。
山
形
の
夜
は
、
一
葉
が
、
哲

平
に
イ
タ
ズ
ラ
を
し
、
高
速
で
危
な
い
ん
だ
か
ら
と
か
、
哲
平
に
、
叱
ら
れ
た
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ば
か
り
で
あ
る
。

１
時
間
ば
か
り
で
、
海
に
つ
き
、
２
人
は
、
着
替
え
た
。
哲
平
は
、
買
っ
た
ば

か
り
の
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
を
持
ち
、
海
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
ま
ぶ
し
い
思
い

で
、
一
葉
は
、
見
送
っ
た
。

「
一
葉
は
、
す
ご
い
よ
な
」

「
何
が
？
」

ビ
キ
ニ
の
一
葉
の
目
線
を
合
せ
な
い
よ
う
に
、
哲
平
は
、
つ
ぶ
や
い
た
。

「
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
」

「
ち
ょ
っ
と
！
」

一
葉
は
、
哲
平
に
つ
か
み
か
か
っ
た
。

・
・
・
お
ば
さ
ん
な
ん
て
、
思
っ
た
事
な
い
よ
・
・
・

以
前
に
哲
平
は
、
一
葉
に
言
っ
た
。
２
人
で
い
る
と
、
年
齢
な
ん
て
、
気
に
し

た
事
な
か
っ
た
。
２
人
で
、
じ
ゃ
れ
あ
い
、
哲
平
は
、
男
と
し
て
、
一
葉
の
面

倒
を
み
た
。

「
ご
飯
に
し
よ
う
」

哲
平
は
、
一
葉
の
作
っ
て
き
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ほ
う
ば
り
、
こ
の
ま
ま
、
向

か
う
本
宮
の
花
火
大
会
の
計
画
を
し
た
。
山
道
を
行
き
た
が
っ
た
が
、
運
転
を

す
る
一
葉
は
、
嫌
が
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
こ
わ
い
ん
だ
も
ん
」

「
へ
ー
。
一
葉
は
、
こ
わ
が
り
な
ん
だ
」

哲
平
は
、
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
海
で
、
一
泳
ぎ
し
た
後
、
急
い
で
、
本
宮
に
向

か
い
、
２
人
は
、
前
々
日
の
、
山
形
と
は
、
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
、

素
朴
な
花
火
大
会
を
見
た
。
縁
石
に
２
人
で
腰
掛
、
ど
こ
か
ら
み
て
も
、
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
、
カ
ッ
プ
ル
だ
っ
た
。
こ
の
２
日
間
、
一
葉
に
と
っ
て
、
贅
沢
な

日
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
逢
え
な
い
事
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
２
日
間

の
思
い
出
だ
け
で
、
生
き
て
い
け
る
。
そ
ん
な
気
さ
え
し
て
い
た
。

哲
平
が
、
好
き
。
我
が
ま
ま
で
、
い
つ
も
熱
く
て
、
真
っ
直
ぐ
で
。
そ
し
て
、

何
よ
り
、
自
分
を
思
っ
て
い
て
く
れ
る
。
哲
平
の
お
か
げ
で
、
自
分
は
、
い
ろ

ん
な
事
を
が
ん
ば
れ
た
。
目
標
も
で
き
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
し
っ
た
。
何
よ

り
、
女
と
し
て
、
目
覚
め
る
事
が
出
来
た
。
・
・
・
・
。
そ
し
て
、
哲
平
は
、
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一
葉
に
年
を
と
る
事
の
辛
さ
を
教
え
、
忘
れ
て
い
た
ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
も
た
ら
し
、

多
く
傷
つ
け
た
。
こ
の
年
齢
で
、
傷
つ
く
事
は
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
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愛
し
て
い
る
か
ら
、
別
れ
る
。

「
俺
、
感
染
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

哲
平
か
ら
、
突
然
の
メ
ー
ル
に
一
葉
は
、
驚
い
た
。
会
社
で
、
Ｃ
型
感
染
者
の

注
射
針
を
、
謝
っ
て
、
指
に
さ
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
い
わ
ゆ
る
針
刺
し
事

故
で
あ
る
。

「
す
ぐ
、
水
で
洗
い
流
し
た
し
、
俺
、
悪
運
強
い
か
ら
・
・
。
」

Ｃ
型
肝
炎
は
、
血
液
か
ん
せ
ん
で
あ
る
。
感
染
の
確
率
が
多
い
の
は
、
針
刺
し

事
故
で
あ
る
。
性
行
為
で
、
感
染
す
る
事
も
あ
る
し
、
口
内
に
傷
が
あ
る
場
合
、

キ
ス
で
感
染
す
る
事
だ
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
。

・
・
・
こ
れ
は
、
あ
た
し
は
、
た
め
さ
れ
て
い
る
の
？
・
・

一
葉
は
、
自
分
の
行
い
が
、
悪
い
が
為
、
哲
平
が
い
ろ
ん
な
目
に
合
う
と
、
思

っ
て
い
た
。
こ
の
所
、
哲
平
が
、
健
康
を
害
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
せ
い
で

は
、
な
い
か
。
こ
の
前
、
腰
を
痛
め
た
時
、
哲
平
は
、

「
入
院
し
た
ら
、
一
葉
に
付
き
添
っ
て
ほ
し
い
」

と
せ
が
ん
で
い
た
。
今
回
の
、
Ｃ
型
肝
炎
感
染
は
、
ど
う
考
え
れ
ば
、
い
い
の

か
。
そ
の
週
末
、
約
束
ど
う
り
、
哲
平
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
葉
は
、
い
た
。

「
俺
、
我
慢
す
る
か
ら
」

哲
平
は
、
一
葉
の
、
膝
の
上
に
い
た
。
自
分
は
、
感
染
し
た
と
し
て
も
、
自
分

が
選
ん
だ
事
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
と
し
て
、
自
分
の
子
供
達
は
、
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
。
２
０
年
後
、
一
葉
の
、
こ
の
行
動
で
、
万
が
一
、
感
染
し
、
苦
し
む

事
に
な
っ
た
ら
・
・
・
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
目
の
前
に
い
る
彼
を
感
染
が
怖
い

か
ら
と
、
放
り
出
す
事
が
、
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

一
葉
は
、
迷
っ
た
。
感
染
が
怖
い
か
ら
と
、
彼
を
突
き
放
す
事
は
、
出
来
な
い
。

両
手
で
、
彼
の
頬
を
抱
え
、
そ
の
ま
ま
、
唇
を
重
ね
て
、
し
ま
っ
た
。
感
染
し

て
な
い
。
そ
れ
を
、
信
じ
よ
う
。
も
し
、
心
配
な
時
は
、
自
分
も
、
検
査
す
る

し
か
な
い
。
一
葉
は
、
一
時
の
感
情
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ま
で
、

一
葉
が
、
決
心
し
た
の
に
、
や
は
り
、
哲
平
は
、
ま
だ
、
若
く
、
経
験
が
な
か

っ
た
。
一
葉
の
、
思
い
は
、
彼
に
通
じ
で
な
か
っ
た
の
か
、
や
は
り
・
・
・
。
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不
倫
の
重
み
に
耐
え
か
ね
た
の
か
・
・
・
。
彼
の
、
周
り
で
、
何
事
か
、
変
化

が
起
き
て
た
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
あ
の
メ
ー
ル
の
、
元
彼
女
で
あ
ろ
う
か
。

一
葉
を
、
凍
り
つ
か
せ
る
メ
ー
ル
が
、
そ
の
１
週
間
後
、
届
い
た
。
そ
れ
は
、

哲
平
が
、
何
日
か
、
旅
行
で
、
休
ん
だ
後
だ
っ
た
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た
の
だ

が
、
連
絡
が
、
と
れ
な
く
な
っ
た
日
が
続
い
た
。
そ
し
て
、
出
勤
し
て
き
て
、

す
ぐ
の
、
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

・
・
・
も
う
、
一
緒
に
い
ら
れ
な
い
。
好
き
な
子
が
で
き
た
。
そ
の
子
と
、
一

緒
に
い
た
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
思
う
。
突
然
で
ご
め

ん
・
・
・

予
測
で
き
た
事
だ
っ
た
。
以
前
、
哲
平
に

「
好
き
な
子
が
出
来
た
か
ら
、
わ
か
れ
よ
う
っ
て
、
言
う
ん
で
し
ょ
！
」

「
俺
を
そ
ん
な
風
に
見
て
た
わ
け
？
」

言
い
争
っ
た
事
が
、
あ
っ
た
の
だ
。
案
の
定
、
予
測
ど
う
り
で
は
、
な
い
か
。

・
・
・
わ
か
っ
た
よ
。
そ
の
子
に
幸
せ
に
し
て
も
ら
っ
て
・
・
・

一
葉
は
、
覚
悟
し
て
い
た
。
こ
ん
な
時
が
、
い
つ
か
、
く
る
と
。
で
も
、
つ
い
、

こ
の
間
、
逢
い
。
ず
ー
っ
と
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、
満
足
だ
と
言
っ
た
の
は
、

哲
平
で
は
、
な
い
か
。
ほ
ん
の
、
１
週
間
前
の
事
な
の
に
。
一
葉
は
、
仕
事
中

だ
っ
た
の
に
、
シ
ョ
ッ
ク
で
立
っ
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
・
・
も
う
、
愛
さ
れ
て
な
い
の
だ
。
今
ま
で
、
何
度
も
、
一
緒
に
居
た
い
と

言
っ
て
い
た
の
は
、
誰
だ
っ
た
の
だ
？
ど
う
し
て
、
１
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
？
と

言
っ
た
の
は
、
誰
だ
っ
た
の
だ
？
哲
平
で
な
っ
か
た
の
か
？
・
・
・

「
嘘
つ
き
」

一
葉
が
、
全
て
を
、
犠
牲
に
し
な
か
っ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
救
い
だ
っ
た
。

や
は
り
、
彼
は
、
ま
だ
若
く
、
経
験
が
な
い
。
他
に
一
緒
に
居
た
い
人
が
い
る

な
ん
て
、
感
染
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
関
係
し
て
し
ま
っ
た
一
葉
に
、
ひ
ど

く
な
い
の
か
・
・
・
。
だ
が
、
予
測
で
き
た
事
だ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
一
言
、
聞
き
た
い
事
が
あ
る
。
一
葉
は
、
夜
、
彼
に
携
帯
を
か

け
た
。

「
・
・
・
・
」
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が
、
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

・
・
・
ど
う
し
て
、
１
週
間
や
そ
こ
ら
で
、
好
き
な
人
が
出
来
た
っ
て
い
え
る

の
？
あ
の
時
、
ど
う
し
て
、
関
係
を
も
て
た
の
？
・
・
・

そ
れ
だ
け
が
、
聞
き
た
か
っ
た
。
が
、
携
帯
は
き
ら
れ
た
。
も
う
１
度
か
け
て

み
た
。

「
・
・
・
・
」

が
、
で
な
い
。

・
・
・
も
う
、
わ
か
っ
た
。
あ
な
た
の
望
み
ど
お
り
２
度
連
絡
は
し
な
い
・
・
・

最
後
の
メ
ー
ル
を
送
り
、
一
葉
は
、
メ
ア
ド
を
か
え
た
。

・
・
・
も
う
、
彼
と
は
、
連
絡
し
な
い
。
・
・
・

傷
つ
き
た
く
は
、
な
か
っ
た
。
哲
平
か
ら
、
も
ら
っ
た
お
守
り
と
ペ
ア
の
チ
ョ

ー
カ
ー
を
箱
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、
会
社
の
彼
の
ロ
ッ
カ
ー
に
そ
っ
と
、
押
し

込
ん
で
き
た
。

・
・
・
終
わ
っ
た
の
だ
・
・
・

何
度
も
、
別
れ
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
で
も
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

や
は
り
、
哲
平
は
、
若
く
、
他
の
女
に
恋
を
し
た
。
解
り
き
っ
た
事
で
な
い
か
・

・
・
。
も
う
、
自
分
は
、
彩
は
な
く
、
若
い
女
と
比
べ
ら
れ
る
の
は
、
耐
え
ら

れ
な
い
。
自
分
達
は
、
１
０
歳
も
違
う
の
で
あ
る
。

・
・
・
こ
こ
で
、
別
れ
て
し
ま
え
・
・
・
。

哲
平
の
事
は
、
全
て
、
忘
れ
る
の
だ
。
あ
の
、
朝
月
の
事
と
だ
っ
て
、
前
兆
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

「
哲
平
は
、
チ
ャ
ラ
男
だ
か
ら
、
あ
げ
る
わ
」

一
葉
は
、
帰
り
際
、
悔
し
紛
れ
に
、
朝
月
に
言
い
放
っ
た
。
朝
月
だ
っ
て
、
す

き
あ
ら
ば
と
、
哲
平
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、
自
分
が
降
り
た
い
ま
、
も
う

関
係
な
い
。
そ
う
、
一
葉
だ
け
は
、
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
あ
る
日
、
突

然
、
携
帯
が
な
っ
た
。
哲
平
か
ら
だ
っ
た
。

「
で
な
い
」

一
葉
は
、
無
視
し
た
。
哲
平
と
は
、
終
わ
り
に
し
た
の
だ
。
も
う
、
繰
り
返
し

た
く
な
い
。
傷
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
も
う
嫌
な
の
だ
。
彼
は
、
感
情
的
に
彼
女

を
追
い
詰
め
る
。
携
帯
は
、
１
時
間
置
き
に
な
っ
た
。
メ
ア
ド
を
変
え
た
か
ら
、
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哲
平
か
ら
、
メ
ー
ル
は
届
か
な
い
。
電
源
を
切
っ
て
い
て
も
、
携
帯
は
、
哲
平

か
ら
の
、
着
信
を
知
ら
せ
て
い
た
。
・
・
・
で
る
し
か
な
い
。
一
葉
が
、
哲
平

か
ら
の
携
帯
に
で
る
と
、
恐
ろ
し
く
、
興
奮
し
た
哲
平
の
声
だ
っ
た
。

「
あ
な
た
、
俺
達
の
関
係
を
、
周
り
の
人
に
は
な
し
た
だ
ろ
う
？
」

「
何
の
こ
と
？
」

「
朝
月
に
い
っ
た
だ
ろ
う
？
」

ま
た
、
朝
月
と
は
、
メ
ー
ル
で
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
月
に
哲
平
を
あ

げ
る
と
言
っ
た
こ
と
で
、
朝
月
が
、
２
人
の
関
係
を
疑
っ
た
ら
し
い
。

「
俺
は
、
よ
う
や
く
、
こ
の
職
場
に
な
れ
た
の
。
お
願
い
だ
か
ら
、
土
下
座
で

も
な
ん
で
も
、
す
る
か
ら
、
誰
に
も
い
わ
な
い
で
」

「
あ
た
し
か
ま
わ
な
い
」

一
葉
は
、
イ
ジ
ワ
ル
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

「
お
前
、
だ
っ
て
こ
の
職
場
に
居
ら
れ
な
く
な
る
ぞ
」

こ
の
期
に
お
よ
ん
で
、
哲
平
は
、
自
分
の
身
の
保
全
を
い
う
の
か
。

「
冗
談
よ
。
あ
た
し
だ
っ
て
、
子
供
が
い
る
ん
だ
か
ら
」

「
朝
月
と
俺
が
付
き
合
っ
て
る
と
、
思
っ
て
い
る
の
か
？
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ

で
、
嫌
味
を
言
っ
た
の
か
？
今
、
よ
う
や
く
、
分
か
っ
た
よ
。
何
て
、
女
な
ん

だ
」

「
ど
う
し
て
、
そ
う
相
手
の
傷
つ
く
事
が
い
え
る
の
？
」

「
誰
が
、
そ
う
さ
せ
た
の
！
」

真
っ
直
ぐ
で
、
冷
た
い
哲
平
の
声
。
も
う
、
一
葉
を
愛
し
て
い
る
哲
平
の
声
で

は
、
な
か
っ
た
。

「
な
ん
な
ら
、
俺
の
好
き
な
人
み
ま
す
か
？
」

こ
れ
以
上
、
ひ
ど
い
言
葉
は
、
な
い
と
思
う
。
自
分
の
気
持
ち
に
正
直
な
分
、

平
気
で
人
を
傷
つ
け
る
。
ど
う
し
て
、
一
葉
が
、
哲
平
の
好
き
に
な
っ
た
女
に

会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
・
・
・
。
別
れ
た
く
な
い
な
ん
て
、
一
言
も
言

っ
て
な
い
の
に
。

「
だ
い
た
い
、
い
つ
も
勝
手
に
判
断
し
て
・
・
・
・
。
思
い
込
み
で
・
・
・
。

で
、
結
局
、
未
練
で
電
話
し
て
き
て
・
・
・
。
終
わ
っ
た
か
ら
、
今
更
、
い
い

ん
だ
け
ど
。
」
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哲
平
は
、
感
情
的
に
続
け
よ
う
と
し
た
。

「
も
う
い
い
よ
。
も
う
・
・
・
」

つ
ら
く
な
っ
た
一
葉
が
言
う
と

「
ま
た
！
い
つ
も
、
自
分
勝
手
で
・
・
」

哲
平
の
怒
り
は
、
と
ま
ら
な
っ
か
た
。
一
葉
が
、
メ
ア
ド
を
勝
手
に
替
え
た
事

を
怒
っ
て
い
る
の
か
、
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
無
理
だ
っ
た
ん
だ
よ
」

哲
平
は
、
つ
ぶ
や
い
た
。
や
っ
ぱ
り
で
は
、
な
い
。
哲
平
が
、
本
気
で
、
望
め

ば
、
自
分
は
・
・
・
。
で
も
、
も
う
。
駄
目
だ
。

「
哲
平
聞
い
て
・
・
・
」

一
葉
は
、
彼
と
の
関
係
が
、
辛
く
な
っ
て
い
た
。

・
・
・
も
う
辛
い
。
哲
平
の
こ
の
真
っ
直
ぐ
さ
が
好
き
だ
っ
た
。
で
も
、
自
分

は
、
彼
と
い
る
と
傷
つ
き
、
な
ん
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
事
か
・
・
・
。

激
し
い
恋
愛
な
ん
て
、
し
た
く
な
い
。
静
か
に
愛
さ
れ
た
い
だ
け
だ
っ
た
。
哲

平
は
、
振
り
回
し
、
奪
う
だ
け
、
奪
っ
て
さ
っ
て
し
ま
う
恋
。

・
・
・
も
う
、
疲
れ
た
。
彼
と
、
本
当
に
終
わ
り
に
し
よ
う
。
・
・
・

「
あ
の
ね
。
聞
い
て
ほ
し
い
の
」

一
葉
は
、
冷
静
に
話
し
か
け
た
。
哲
平
は
、
誤
解
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
少

し
、
落
ち
着
い
て
い
た
。

「
結
婚
記
念
日
が
近
い
の
」

別
れ
る
時
期
に
は
、
丁
度
い
い
の
よ
。
と
、
説
明
す
る
よ
う
に
、
一
葉
は
、
結

婚
記
念
日
が
、
近
い
と
、
説
明
し
た
。
こ
ん
な
不
安
定
な
ま
ま
、
結
婚
記
念
日

を
、
迎
え
ら
れ
な
い
と
、
日
々
、
悩
ん
で
い
た
の
だ
。
そ
れ
だ
け
、
哲
平
の
事

を
、
愛
し
、
悩
ん
で
い
た
。
だ
が
、

「
お
祝
い
し
な
よ
」

哲
平
は
、
怒
っ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。

「
そ
の
つ
も
り
。
で
ね
。
や
り
な
お
そ
う
と
思
っ
て
い
る
」

一
葉
も
、
ひ
ら
き
直
っ
た
。

「
そ
う
し
て
ほ
し
い
」

哲
平
の
声
は
静
か
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
事
、
言
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
だ
が
・
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・
・
。

「
や
っ
ぱ
り
、
無
理
だ
っ
た
ん
だ
よ
」

携
帯
の
向
こ
う
で
、
哲
平
が
、
寂
し
く
笑
う
の
が
聞
こ
え
た
。
鼻
で
、
軽
く
笑

い
。
そ
し
て

「
さ
よ
な
ら
」

力
強
い
短
い
声
だ
っ
た
。
き
ぱ
っ
り
と
。

「
じ
ゃ
あ
ね
」

一
葉
も
、
携
帯
を
き
っ
た
。
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
終
わ
っ
た
の
だ
。
せ
め

て
、
顔
を
見
て
、
終
わ
り
に
し
た
か
っ
た
。
で
も
、
逢
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま

た
、
始
ま
っ
て
し
ま
う
。
も
う
、
終
わ
り
に
し
た
い
。
彼
を
好
き
に
な
れ
ば
、

な
る
ほ
ど
、
自
分
も
相
手
も
傷
つ
く
。
ど
う
し
て
、
自
分
は
、
哲
平
と
友
達
で

い
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
す
れ
違
え
れ
ば
、
良
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
、

彼
を
不
倫
と
い
う
目
に
合
せ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
せ
め
て
も
の
、

救
い
は
、
彼
に
好
き
な
人
が
出
来
た
事
じ
ゃ
な
い
か
。
自
分
は
、
２
度
と
、
彼

に
逢
っ
て
は
、
い
け
な
い
。
こ
ん
な
に
、
自
分
勝
手
な
哲
平
を
、
い
ま
で
も
、

愛
し
て
る
。
一
葉
は
、
メ
ー
ル
し
た
。

・
・
・
消
え
よ
う
と
し
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
う
ら
ま
れ
て
も
、
当
然
。
自
分

を
大
切
に
し
て
く
れ
る
人
を
思
わ
な
か
っ
た
事
を
哲
平
に
教
え
ら
れ
た
。
本
当

に
、
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・

替
え
て
い
た
メ
ア
ド
を
哲
平
に
告
げ
た
。
も
う
、
や
り
と
り
は
、
な
い
だ
ろ
う
。

・
・
・
う
ら
ん
で
な
ん
か
な
い
よ
。
今
ま
で
、
あ
り
が
と
う
・
・
・

哲
平
か
ら
の
最
後
の
メ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　
い
ま
で
も
、
一
葉
は
、
哲
平
を
愛
し
て
る
。
で
も
、
そ
れ
は
、
も
う
、
夢
の

中
で
の
事
と
思
う
事
に
し
て
い
る
。
哲
平
は
、
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
、
一
葉

を
忘
れ
な
い
と
言
っ
た
が
、
新
し
い
恋
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
一
葉
は
、
哲
平
に
メ
ー
ル
し
た
。

・
・
・
・
哲
平
は
、
ま
だ
若
い
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
恋
を
す
る
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
哲
平
と
は
、
哲
平
に
好
き
な
人
が
で
き
る
ま
で
に
し
よ
う
っ
て
思
っ

て
た
。
子
供
が
大
き
く
な
る
ま
で
、
普
通
の
家
庭
で
い
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
る
。

哲
平
の
処
に
は
、
戻
ら
な
い
。
哲
平
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
だ
。
哲
平
と
い
ら
れ
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て
、
幸
せ
だ
っ
た
。
・
・
・
・
。

　
山
形
で
み
た
あ
の
花
火
は
、
忘
れ
な
い
。
あ
の
２
日
間
が
あ
る
か
ら
、
し
ば

ら
く
が
ん
ば
る
。
自
然
と
哲
平
の
姿
を
探
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

こ
の
恋
・
・
。
も
う
、
終
わ
ら
せ
る
。
不
倫
な
ん
て
、
お
互
い
し
て
は
い
け
な

い
。
そ
れ
で
も
、
い
ま
で
も
・
・
・
・
。
哲
平
。
で
も
、
こ
の
恋
は
・
・
・
。

そ
れ
か
ら
・
・
・
。
哲
平
へ
。

哲
平
。
結
局
。
あ
な
た
は
、
元
彼
女
の
薫
と
、
復
縁
し
て
い
た
の
ね
。
あ
た
し

に
は
、
「
好
き
な
人
が
出
来
た
」
と
、
言
っ
た
の
は
、
嘘
だ
っ
た
の
ね
。
そ
し

て
、
「
そ
の
子
と
、
ず
ー
っ
と
、
一
緒
に
い
た
い
」
と
、
言
っ
た
の
は
、
真
実
。

で
も
、
ど
う
し
て
、
あ
た
し
に
、
本
当
の
事
を
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
。
そ

う
す
れ
ば
、
一
緒
に
い
り
間
に
、
他
に
好
き
な
人
を
、
作
っ
た
ん
だ
・
・
・
。

っ
て
、
思
わ
ず
二
、
す
ん
だ
の
に
。
で
も
、
こ
の
後
の
、
告
白
に
は
、
驚
い
た

よ
。

「
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
俺
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
思
い
だ
け
は
、

か
え
な
い
で
ほ
し
い
」

そ
う
・
・
・
。
哲
平
。
我
儘
だ
よ
。

何
が
あ
っ
た
の
？
と
、
聞
く
あ
た
し
に
、
あ
な
た
は
、
簡
単
に
、

「
子
供
が
で
き
ま
し
た
」

と
、
返
信
し
て
き
た
ね
。
き
っ
と
、
あ
の
、
８
月
の
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、
メ
ー

ル
を
、
見
つ
め
て
い
た
頃
の
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
よ
ね
。
つ
ら
か
っ
た
っ
よ
。
あ
た

し
と
、
一
緒
に
い
た
の
に
、
彼
女
を
、
妊
娠
さ
せ
て
い
た
な
ん
て
・
・
・
。
そ

し
て
、
「
結
婚
す
る
」

そ
れ
は
、
あ
た
し
に
は
、
衝
撃
的
だ
よ
。
哲
平
。
も
う
、
忘
れ
よ
う
。
あ
た
し

が
、
ど
ん
な
に
、
が
ん
ば
っ
て
も
、
哲
平
を
幸
せ
に
す
る
事
は
出
来
な
い
。
あ

な
た
の
嘘
も
我
儘
も
許
そ
う
。
そ
れ
以
上
に
、
あ
た
し
は
、
嘘
を
つ
い
た
の
だ

か
ら
・
・
・
。

「
も
う
、
忘
れ
た
い
」

あ
た
し
の
言
葉
に
、
あ
な
た
は

「
わ
す
れ
て
ほ
し
い
」
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そ
う
、
言
っ
た
ね
。

「
今
後
一
切
、
連
絡
も
せ
ず
。
お
互
い
に
触
れ
な
い
。
お
互
い
の
幸
せ
を
、
影

か
ら
、
応
援
し
よ
う
」

そ
れ
が
、
最
後
の
言
葉
に
な
っ
た
ね
。
何
が
、
真
実
だ
っ
た
か
・
・
・
。
そ
れ

は
、
二
人
に
し
か
、
わ
か
ら
な
い
。
き
っ
と
、
そ
の
時
の
二
人
の
愛
し
合
う
気

持
ち
は
、
真
実
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
上
手
く
、
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
。

き
っ
と
、
今
で
も
、
あ
た
し
は
、
哲
平
を
、
愛
し
て
る
。
だ
か
ら
、
彼
と
、
元

彼
女
の
結
婚
を
、
暖
か
く
、
見
守
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
・
・
・
。
生
ま
れ
て

く
る
子
供
の
た
め
に
。
哲
平
と
逢
え
て
、
良
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
、
あ
な
た
の

傍
に
い
る
事
は
、
よ
そ
う
・
・
・
。

・
・
・
心
。
強
く
な
れ
・
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
葉
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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